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商
業
と
經
済
一
〇
六
單
一
所
得
税
の
擁
護
難
－
消
費
税
の
擁
護
－
松
野
賢
吾
日
　
　
　
　
次
緒
　
　
　
言
第
一
章
　
　
新
叩
単
一
所
得
税
論
二
唯
一
の
税
源
と
し
て
の
所
持
　
－
　
二
、
冊
…
二
所
租
税
に
封
ず
る
危
惧
　
－
　
三
、
革
一
所
租
税
の
限
界
　
－
　
四
、
消
費
税
の
排
撃
第
二
葦
　
　
斬
罪
一
所
待
税
諭
々
評
第
一
節
　
　
毘
一
所
得
税
の
擁
護
難
一
、
経
済
的
カ
ど
ア
l
／
主
義
と
喘
占
主
義
の
勃
興
－
　
二
、
自
由
主
義
緑
酒
よ
り
の
背
離
－
三
、
綽
昏
規
技
の
摸
大
並
に
こ
固
定
堂
の
柑
加
　
－
　
四
、
公
企
業
の
摸
張
と
従
っ
て
生
す
ろ
財
政
詣
嬰
の
楷
加
　
－
　
五
、
抱
　
　
括
第
二
節
　
　
消
費
税
の
擁
護
一
、
所
得
の
在
接
課
徴
と
緑
酒
促
音
性
　
－
　
二
、
消
費
税
の
租
税
技
術
的
並
に
こ
租
税
心
理
的
長
所
　
－
　
三
、
消
費
税
の
闊
民
経
済
的
存
在
理
由
　
－
　
四
、
消
費
税
と
需
要
奨
化
　
－
　
五
、
所
得
に
こ
比
例
す
る
消
費
税
結
　
　
　
論
緒
-一回
図
家
は
多
種
多
様
な
る
租
税
を
立
・
一
な
る
租
税
に
融
合
し
、
不
必
要
な
る
徴
牧
費
と
無
用
の
持
カ
と
を
節
約
す
べ
し
と
の
要
求
が
あ
る
。
此
の
要
求
は
租
税
史
の
経
過
と
共
に
種
々
な
る
方
式
冶
採
る
に
至
つ
に
。
多
く
の
租
税
に
代
ふ
る
に
土
地
の
純
牧
盆
に
封
す
る
軍
一
税
を
以
て
す
べ
し
と
す
る
重
度
墜
汲
の
主
唱
は
人
の
良
く
知
る
所
で
あ
る
O 
同
一
の
考
は
米
国
土
地
改
革
論
者
へ
ン
リ
l
・
ヂ
ヨ
i
デ
並
に
其
一
汲
に
依
り
て
再
び
採
用
せ
ら
れ
て
土
地
車
税
運
動
在
日
ん
る
に
至
っ
た
。
更
に
十
九
世
紀
に
於
て
は
枇
合
攻
策
的
並
に
経
済
政
策
的
考
慮
よ
り
軍
一
税
殊
に
壁
一
な
る
泉
進
的
所
得
税
の
主
唱
を
鍔
す
者
を
生
じ
た
が
、
其
主
眼
と
す
る
所
は
間
接
税
の
排
撃
に
存
し
た
の
で
あ
る
。
設
ま
れ
る
経
務
理
論
に
其
基
礎
を
泣
け
る
宝
農
皐
汲
並
に
へ
ン
リ
l
・
デ
ヨ
l
ヂ
の
提
案
は
措
い
て
問
は
守
、
所
得
皐
一
一
枕
は
本
来
の
税
源
た
る
所
得
の
み
よ
り
図
家
の
要
求
す
る
手
段
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
も
の
な
る
が
故
に
地
租
宜
一
税
に
比
す
れ
ば
洛
か
に
公
正
に
合
致
し
、
合
目
的
的
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
日
以
近
に
於
て
一
フ
ン
ベ
は
「
財
政
改
革
の
純
理
論
」
(
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ω)
な
る
論
文
に
於
て
一
種
の
所
得
皐
税
論
を
主
張
す
る
。
-
フ
ン
ベ
は
此
の
論
文
に
於
て
直
接
所
得
税
を
以
て
壮
合
的
に
公
正
な
る
租
税
制
度
の
脊
椎
大
る
べ
き
も
の
と
な
し
、
補
完
税
は
純
理
上
、
存
在
を
詐
さ
れ
中
、
治
安
税
に
至
つ
て
は
補
完
の
目
的
に
役
立
に
ぎ
る
も
の
と
者
る
の
で
あ
る
。
所
得
軍
一
税
は
地
租
忠
一
税
に
比
す
れ
ば
合
理
的
な
る
こ
と
前
述
の
如
く
で
は
あ
る
が
、
然
も
向
近
代
に
於
け
る
市
場
経
済
機
梼
の
幾
化
は
祖
税
特
嫁
の
問
題
の
み
な
ら
宇
、
所
得
税
に
針
す
る
批
判
を
も
根
本
的
早
一
所
得
税
の
掠
諮
問
却
一O
七
商
業
と
経
済
一O
入
に
幾
化
せ
し
む
る
も
の
が
あ
り
、
此
の
限
り
に
於
て
一
フ
ン
白
べ
の
所
論
に
卦
し
て
兵
見
を
生
?
る
。
笠
者
は
此
庖
に
-
フ
ン
ベ
所
設
の
大
要
を
述
べ
、
之
守
租
税
経
済
と
悶
民
経
済
的
循
環
の
全
過
程
と
の
作
用
関
係
な
る
見
地
よ
り
険
設
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
章
新
車
一
所
得
税
論
資
本
形
成
並
に
消
費
の
唯
一
の
源
泉
は
経
法
主
障
の
所
得
で
あ
る
。
所
得
と
は
需
要
充
足
の
震
に
一
定
期
間
内
に
自
然
人
の
所
有
に
蹄
す
る
貸
借
額
在
云
ふ
。
総
べ
て
の
租
税
は
此
の
源
泉
よ
り
汲
ま
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
源
内
水
に
封
す
る
課
税
が
直
接
に
行
は
る
れ
ば
行
は
る
』
程
経
済
に
害
を
及
隠
す
の
危
険
は
減
少
す
る
。
従
っ
て
所
得
に
針
す
る
租
税
は
租
税
制
度
の
重
心
を
成
す
こ
と
が
必
然
で
あ
り
、
寧
ろ
所
得
課
税
の
み
が
税
源
た
る
所
得
を
適
時
間
に
汲
み
渇
す
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
行
は
れ
来
れ
る
見
解
に
従
へ
ば
所
得
と
財
産
が
税
源
，
で
あ
る
と
務
せ
ら
れ
た
。
若
し
租
税
義
務
者
の
所
得
~
口
同
を
顧
慮
す
る
こ
と
無
く
、
現
在
の
所
得
を
越
え
て
課
税
が
行
は
る
h
時
は
納
税
の
鍔
に
は
二
つ
の
方
法
の
存
す
る
の
み
。
仙
一
義
務
者
が
借
金
を
す
る
こ
と
、
ω義
務
者
が
共
財
・
庄
の
一
部
を
頁
却
す
る
こ
と
日
記
で
あ
る
。
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ォ・
l
，t
日
l
も
金
融
市
場
に
於
け
る
貸
借
一
品
の
減
少
を
結
果
す
る
。
財
産
を
頁
却
す
る
場
合
と
雄
、
財
産
所
有
様
の
個
人
的
移
一
時
を
坐
す
る
の
み
。
経
済
の
賓
館
は
竣
化
す
る
所
な
く
、
貨
俗
資
本
と
し
て
市
場
に
来
る
所
の
何
人
か
の
所
得
部
分
が
常
に
租
税
支
抑
の
源
泉
で
あ
る
。
如
何
な
る
租
税
も
財
産
の
宜
位
よ
り
支
挑
は
れ
す
し
て
資
本
形
成
の
負
擦
に
於
て
何
人
か
の
所
得
よ
り
支
挑
は
る
』
も
の
で
あ
る
。
軍
一
税
と
し
て
の
所
得
課
税
に
封
し
て
加
へ
ら
る
』
危
恨
の
主
な
る
も
の
は
川
脱
税
の
虞
あ
る
が
故
に
源
泉
課
税
を
可
と
せ
宇
や
、
凶
資
本
形
成
の
破
壊
せ
ら
る
L
の
恐
あ
る
こ
と
、
同
所
得
税
の
景
気
感
受
性
大
な
お
銭
捻
税
者
の
受
く
る
打
撃
大
な
る
こ
と
日
記
で
あ
る
。
、、』ノ一
、
戦
争
に
於
て
攻
撃
手
段
と
防
御
一
川
手
段
と
が
常
に
相
伴
ひ
て
進
化
す
る
が
如
く
、
租
税
在
課
せ
ら
る
』
者
は
其
所
f
・¥
得
を
隠
蔽
す
る
錦
、
或
は
詐
術
φ
信
用
ひ
、
或
は
事
寅
を
担
遣
し
て
租
税
の
軽
減
を
努
む
る
で
あ
ら
う
。
口
辺
等
三
つ
の
非
難
に
封
し
て
次
の
如
く
嬬
明
す
る
。
此
に
於
て
デ
イ
ー
チ
エ
ル
の
如
、
き
も
所
謂
源
泉
課
税
に
従
・
ふ
所
の
英
図
所
得
税
制
在
賞
賛
し
て
ゐ
る
。
(
ロ
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乍
然
、
綜
合
所
得
税
に
封
す
る
デ
イ
l
チ
エ
ル
の
非
難
を
完
全
に
正
し
き
も
の
と
し
て
も
、
英
国
の
源
泉
課
税
制
を
模
倣
す
る
こ
と
は
其
が
少
く
共
綜
合
所
得
税
の
不
完
全
性
を
避
け
得
た
る
場
合
に
の
み
行
ま
L
H
ず
ら
o
pι
‘、J
可
ペ
ノ
イ
』
-
d
北
パ
が
綜
合
所
得
税
の
不
完
全
性
を
逃
け
符
ざ
る
こ
と
は
マ
イ
ゼ
ル
の
「
英
、
濁
に
於
け
る
所
得
税
」
(zouf
回目白一己目。
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)
な
る
主
に
於
て
詳
細
に
指
示
せ
る
所
で
あ
る
。
源
泉
に
於
け
る
課
税
も
回
避
可
能
性
を
存
せ
し
む
る
の
み
な
ら
守
、
資
本
逃
川
泌
を
挑
裂
す
る
も
の
で
あ
る
。
其
の
結
果
図
山
県
は
不
利
盆
を
受
く
単
一
所
得
税
の
掠
詑
雌
一O
九
商
業
と
経
済
一
O
る
の
み
な
ら
す
、
源
泉
課
税
を
行
は
ざ
れ
ば
存
在
し
た
る
可
き
図
民
経
済
の
設
展
可
能
性
を
失
ふ
こ
と
と
な
る
。
11 
2己
則
ち
綜
合
所
得
税
の
一
般
的
忌
避
が
殆
ん
ど
奨
励
に
位
せ
ざ
る
も
の
た
る
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
技
術
上
改
善
せ
忌
避
を
考
へ
得
る
。
ら
れ
た
る
補
捉
方
法
と
徴
牧
方
法
と
在
以
て
し
て
向
耐
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
快
黙
の
存
す
る
時
.
初
め
て
綜
合
所
得
税
の
・
ヴ
ケ
ゼ
忌
避
す
る
場
合
人
一
雄
、
よ
り
良
き
も
の
守
之
に
代
置
し
得
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
J
、
大
、
中
所
得
者
は
大
躍
に
於
て
小
所
得
者
よ
り
も
其
所
得
の
大
な
る
部
分
を
資
本
形
成
の
震
に
用
ふ
る
o
f
¥
 
に
所
得
税
は
泉
唯
一
卒
を
以
て
構
成
せ
ら
る
h
が
故
に
資
本
形
成
に
投
ぜ
ら
る
可
き
部
分
が
多
く
組
税
と
し
て
徴
牧
同
せ
ら
る
こ
と
と
な
る
。
現
行
税
率
を
以
て
租
税
牧
入
を
二
倍
と
せ
ん
と
せ
ば
七
六
、
0
0
0
応
克
を
越
ゆ
る
所
得
者
は
其
所
得
の
八
0
.
%
を
租
税
と
し
て
取
去
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
所
得
獲
得
の
鍔
の
企
業
心
は
此
の
貼
よ
り
も
遠
き
以
前
に
減
殺
せ
ら
る
べ
く
、
資
本
形
成
は
不
安
と
な
る
で
あ
ら
う
。
若
し
資
本
形
成
を
妨
害
せ
ざ
ら
ん
と
せ
ば
小
所
得
を
重
課
す
べ
き
こ
と
と
な
り
、
是
通
常
非
社
合
攻
策
的
と
都
せ
ら
る
る
結
果
を
招
来
す
る
こ
と
と
な
る
。
乍
然
、
小
所
得
の
宝
課
を
以
て
非
祉
合
攻
策
的
と
な
し
、
資
本
化
せ
ら
る
可
き
所
得
部
分
守
租
税
と
し
て
徴
牧
す
る
在
可
な
り
と
m
M
す
人
は
自
ら
似
而
非
枇
合
攻
策
的
態
度
を
採
る
者
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
是
「
労
働
者
に
針
す
る
お
要
は
所
得
並
に
資
本
の
培
加
と
件
ひ
て
増
大
し
、
所
得
、
資
本
の
培
加
無
く
し
て
は
増
大
す
る
を
得
宇
(
ス
ミ
ス
と
と
の
事
買
を
無
視
す
る
者
な
る
が
故
で
あ
る
。
資
本
形
成
の
減
少
す
る
時
は
結
局
に
於
て
労
働
者
が
大
な
る
責
務
を
課
せ
ら
る
h
も
の
で
あ
る
。
則
ち
人
口
増
加
に
基
く
労
働
者
数
の
増
加
の
結
果
、
賃
銀
低
下
し
労
働
者
階
級
の
生
活
程
度
の
上
井
は
阻
止
せ
ら
れ
る
。
課
税
に
囚
り
て
大
所
得
者
の
所
得
が
資
本
市
場
よ
り
取
上
け
ら
る
』
時
は
経
済
護
展
の
阻
害
せ
ら
る
』
事
必
然
で
あ
る
。
現
代
租
税
制
度
の
如
く
主
と
し
て
信
者
の
気
捻
す
る
所
の
所
得
税
が
一
方
に
存
在
し
、
皮
き
民
衆
の
負
捻
に
印
す
る
治
投
税
が
他
方
に
存
在
す
る
こ
と
は
矛
盾
で
あ
る
。
皮
き
民
衆
別
ち
消
費
制
限
を
強
制
せ
ら
る
λ
所
の
人
々
は
市
場
経
法
に
於
て
「
消
費
的
に
用
ひ
ら
る
h
」
(roHMmHE
丘
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〉
租
税
牧
入
の
窮
極
の
負
隠
者
な
る
こ
と
は
憶
か
に
円
以
も
喜
ば
し
か
ら
ざ
る
事
一
貫
で
あ
る
。
此
の
事
買
の
非
枇
合
攻
策
的
な
る
を
岡
山
へ
ば
、
小
、
中
所
得
者
の
負
捻
を
結
果
す
る
や
う
所
得
税
泉
迩
の
構
成
を
竣
化
す
る
事
は
決
し
て
特
殊
な
る
方
法
に
て
非
枇
合
攻
策
的
な
る
作
用
を
及
一
は
す
も
の
で
は
な
い
。
所
得
税
引
上
に
封
す
る
壮
合
政
策
上
の
異
議
は
前
述
租
税
技
術
上
の
兵
議
と
等
し
く
無
意
設
で
あ
る
。
一
ぺ
一
、
儲
か
に
所
得
税
の
景
気
感
受
性
は
大
で
あ
る
o
r
'
t
、
下
す
る
。
不
況
に
際
し
て
は
所
得
は
紛
少
し
所
得
税
の
課
税
標
準
は
低
新
か
る
抑
制
合
に
際
し
て
現
代
図
家
は
祉
合
的
任
務
の
培
加
よ
り
し
て
経
去
の
増
大
が
考
へ
ら
る
h
が
故
に
景
気
を
感
受
す
る
こ
と
少
き
租
税
の
宜
施
が
財
政
々
策
的
必
然
と
し
て
要
求
せ
ら
れ
る
。
各
経
費
の
主
要
性
は
多
く
は
純
経
済
的
見
地
の
下
に
の
み
批
判
せ
ら
る
可
き
も
の
で
は
な
い
。
只
乍
然
、
不
況
に
際
し
て
は
凡
て
の
場
合
公
経
設
を
牧
入
の
範
囲
に
制
限
せ
ん
と
す
る
努
力
が
銭
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
遁
蛍
な
る
車
一
所
得
税
の
掠
訟
難
商
業
と
経
済
配
慮
の
行
は
れ
ざ
る
時
は
愛
ふ
可
き
不
足
の
生
宇
る
可
能
性
が
存
す
る
。
所
得
税
の
景
気
持
波
動
に
敏
感
な
る
こ
と
は
其
重
大
な
る
快
黙
と
云
ふ
を
得
な
い
。
査
、
図
家
も
共
財
攻
々
策
に
於
て
課
税
を
受
く
る
経
済
の
擁
護
の
鍔
充
分
な
る
仲
縮
性
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
• 
他
方
に
於
て
不
況
に
際
し
で
は
租
税
負
搭
が
仲
縮
性
な
け
れ
ば
な
き
程
共
租
税
よ
り
受
く
る
座
泊
は
大
で
あ
る
。
従
っ
て
景
気
を
感
受
せ
ざ
る
租
税
が
管
利
渇
程
に
附
者
す
る
時
は
共
租
税
は
共
丈
大
な
る
利
潤
を
佼
喰
し
、
多
く
の
企
業
に
打
撃
を
奥
ふ
る
こ
と
と
な
る
。
景
気
を
感
受
せ
ざ
る
租
税
は
一
見
財
政
々
策
上
魅
惑
的
と
見
ゆ
る
も
、
図
庫
の
利
盆
の
匁
に
は
多
く
の
貼
に
於
て
有
害
で
あ
る
。
新
種
租
税
は
著
し
く
経
済
の
牧
盆
を
侵
害
す
る
が
故
に
景
気
在
感
受
す
る
租
税
の
課
税
際
準
の
減
少
を
一
見
に
帯
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
反
経
済
的
な
る
手
段
獲
得
方
式
は
枇
合
的
負
摂
日
。
ぜ
惹
起
す
る
こ
と
を
再
び
忠
ひ
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
支
に
景
気
を
感
受
せ
ざ
る
租
税
則
ち
好
景
気
に
於
て
も
不
景
気
に
於
て
も
均
等
な
る
牧
入
を
提
供
す
る
租
税
に
於
て
は
不
況
に
際
し
て
自
ら
必
要
な
る
経
費
の
紛
少
は
容
易
に
延
期
せ
ら
れ
、
景
気
に
際
し
て
は
経
費
の
断
念
が
忍
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
と
な
る
。
故
に
景
気
在
感
受
せ
ざ
る
租
税
を
絃
続
し
て
観
察
す
る
時
は
景
気
を
感
受
す
る
租
税
|
|
景
気
に
際
し
て
は
大
な
る
牧
入
在
供
し
て
係
剰
在
鷲
ら
し
、
此
偽
刺
は
之
を
迅
速
に
牧
入
低
下
を
来
す
べ
き
不
況
時
代
の
廷
治
の
鍔
に
提
供
す
る
租
税
l
l
よ
り
も
著
し
く
図
庫
の
純
牧
入
を
破
壊
す
る
結
果
と
な
る
。
只
景
気
在
感
受
す
る
祖
税
に
於
て
希
望
せ
ら
る
h
が
如
き
結
果
の
保
障
に
封
し
て
必
要
な
る
前
提
は
別
ち
好
景
気
時
代
の
依
剰
が
短
期
の
投
資
に
用
ひ
ら
れ
、
不
況
に
際
し
て
金
融
市
場
の
破
壊
無
く
し
て
流
動
性
あ
る
も
の
と
な
る
可
き
こ
と
是
で
あ
る
。
安
之
、
経
済
的
な
る
租
税
の
支
柱
と
し
て
の
所
得
税
の
是
認
は
景
気
攻
策
上
の
異
議
に
針
し
で
も
亦
主
張
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
ラ
ン
ベ
と
雌
絶
封
的
な
る
軍
一
所
得
税
を
主
張
す
る
も
の
で
は
無
く
経
済
的
意
義
に
於
け
る
図
民
所
得
が
所
得
税
を
以
て
財
政
上
合
理
的
に
吸
牧
せ
ら
れ
得
る
場
合
に
の
み
軍
一
な
る
手
段
創
建
方
式
と
し
て
所
得
課
税
を
考
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
所
得
税
を
以
て
唯
一
の
経
済
上
合
理
的
な
る
課
税
方
式
と
な
す
は
謂
は
ゾ
理
想
的
な
る
場
合
を
云
へ
る
の
み
。
立
八
位
的
な
る
場
合
の
匁
に
は
代
用
務
又
は
補
完
税
を
認
む
も
の
で
あ
る
。
則
ち
・
次
の
場
合
に
於
て
は
所
得
税
は
不
充
分
で
あ
る
と
な
し
補
完
税
を
認
む
る
。
¥
呪
行
消
費
税
に
代
は
ろ
も
の
と
し
て
J
f
人
頭
枕
た
提
唱
す
る
こ
と
は
後
述
¥
川
所
得
税
を
以
て
期
待
せ
ら
る
可
き
牧
入
が
徴
牧
費
と
比
例
せ
ざ
る
場
合
、
ω特
殊
の
理
由
よ
り
し
て
租
税
額
が
決
定
し
得
ら
れ
ざ
る
が
如
き
租
税
義
務
者
の
場
合
、
(
詑
)
、
問
自
然
人
が
経
済
主
憾
と
な
ら
.
ざ
る
場
合
、
右
の
如
く
補
完
税
在
認
む
る
も
、
乍
然
、
此
の
補
完
投
は
所
得
税
と
根
本
的
に
異
な
る
も
の
に
非
宇
し
て
同
じ
く
所
得
課
税
に
至
る
通
路
で
あ
り
、
本
来
の
所
得
税
の
精
化
し
分
化
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
換
ι
一
一
目
す
れ
ば
是
等
特
殊
租
税
は
祉
合
経
済
的
に
は
説
明
し
得
ら
れ
宇
、
従
っ
て
純
理
論
的
な
る
租
税
制
度
に
於
て
は
存
在
を
詐
さ
れ
ざ
る
も
、
-
一
庁
ロ
す
克
乃
J
h
t
Z
E
W
H
一.-
E
J
r
f
1
C
4
4
ι
J
A
t
e旧
Veヅ
一
一一
商
業
と
経
済
一
一
回
去
は
ゾ
私
経
済
的
に
の
み
是
認
し
得
ら
る
h
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
目玉z=ロ
此
の
三
つ
の
揚
合
に
闘
す
ろ
ラ
シ
ペ
の
説
明
た
一
通
り
何
日
ん
に
先
づ
第
一
の
場
合
、
租
税
徴
収
に
裂
す
ろ
費
用
の
正
確
な
ろ
決
定
方
法
は
之
島
故
加
す
ろ
が
故
に
租
税
収
入
が
支
出
島
改
ふ
も
の
と
者
ろ
可
告
平
否
平
に
就
ミ
ぜ
て
は
概
括
的
に
説
明
し
符
ろ
の
み
で
あ
ろ
o
先
づ
課
税
ぜ
ら
ろ
」
所
得
が
小
な
れ
同
小
な
ろ
程
諒
ぜ
ら
ろ
可
き
税
率
は
低
く
な
り
、
所
得
の
内
免
税
部
分
、
家
族
控
除
の
占
む
ろ
割
合
口
大
と
な
ろ
。
小
所
得
者
は
仮
令
恐
訟
な
し
と
す
ろ
も
自
己
の
所
得
の
高
さ
に
闘
す
ろ
正
碓
な
ろ
申
告
ら
潟
し
符
ざ
ろ
も
の
な
ろ
が
故
に
収
入
の
一
早
位
の
徴
牧
貸
は
大
所
得
に
が
、
げ
ろ
よ
り
も
小
、
所
得
に
於
て
よ
リ
大
と
な
ろ
o
従
つ
℃
租
税
客
般
の
大
さ
の
減
少
と
共
に
所
得
税
収
入
の
減
少
す
ろ
の
法
則
が
行
は
れ
あ
。
走
、
所
得
税
徴
牧
に
於
て
或
一
定
度
以
下
の
所
得
に
到
し
て
免
税
す
べ
き
、
、
と
か
一
致
ふ
ろ
も
の
F
で
わ
ろ
。
所
得
税
に
於
げ
る
財
政
的
収
入
性
の
限
界
日
常
に
生
問
的
最
低
限
以
上
の
貼
に
存
在
す
ろ
が
故
に
此
底
に
他
の
租
税
守
以
て
補
完
す
ろ
、
、
と
が
主
要
と
な
ろ
o
此
補
完
の
応
に
は
消
費
税
よ
リ
も
河
内
市
課
税
奇
跡
れ
り
と
す
ろ
O
第
二
の
場
合
舟
考
ふ
ろ
に
小
所
件
者
に
於
て
は
労
聞
に
封
寸
ろ
貨
鋭
日
主
(
入
エ
所
得
の
重
要
な
ろ
部
分
奇
形
成
す
ろ
o
所
得
税
の
補
完
と
し
℃
涼
泉
課
税
土
ろ
賃
銀
耽
た
採
る
、
』
と
は
次
の
抑
制
合
に
於
て
賀
施
可
抱
で
あ
ろ
o
則
ち
引
所
得
税
よ
リ
も
徴
牧
mA
夕
、
今
、
場
合
、
仰
例
人
的
事
情
の
叫
酌
の
郊
に
必
要
な
ろ
巾
告
が
充
分
可
能
な
ろ
場
合
、
問
租
税
負
拾
が
事
究
上
租
枕
到
達
者
に
移
設
ぜ
ら
れ
件
ろ
揚
合
、
向
主
〈
刊
以
銀
就
が
事
賃
上
の
所
得
の
高
さ
に
小
/
く
共
比
例
す
ろ
相
場
合
是
で
あ
る
o
m
m
三
の
相
場
合
日
法
人
の
利
潤
の
取
扱
方
法
に
闘
す
ろ
も
の
に
し
て
ラ
ン
ベ
は
法
人
に
於
て
町
営
ぜ
ら
れ
ざ
ろ
利
潤
た
も
出
資
額
に
隠
じ
て
各
株
主
に
割
営
て
』
、
町
営
ぜ
ら
れ
大
ろ
利
潤
と
同
調
し
て
課
税
す
ろ
こ
と
在
提
案
す
ろ
も
の
で
あ
ろ
。
回
現
今
消
費
税
は
租
税
制
度
の
宜
際
に
於
て
重
要
な
る
役
割
を
占
め
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
が
、
消
去
税
の
補
完
税
と
し
て
の
任
務
を
注
す
る
に
不
透
岱
な
る
理
山
と
し
て
共
の
・
如
く
説
明
す
る
。
活
常
消
費
税
は
三
種
に
分
類
せ
ら
れ
る
。
川
生
活
必
需
品
の
消
費
に
針
す
る
課
税
、
聞
大
衆
者
修
消
費
に
針
す
る
課
税
.
伸
、
大
所
得
者
の
者
修
治
投
に
針
す
る
課
税
え
で
あ
る
。
乍
然
、
此
の
三
程
の
区
別
を
明
白
に
す
る
こ
と
は
甚
記
し
く
困
難
で
あ
る
の
み
な
ら
歩
、
此
の
類
別
を
匁
す
こ
と
に
成
功
し
て
も
消
費
課
税
の
不
遇
蛍
な
る
理
由
が
存
す
る
。
消
費
税
は
多
数
並
存
す
る
。
若
し
絶
叫
制
的
生
活
必
需
品
が
租
税
容
躍
に
選
揮
ザ
ら
る
L
時
は
大
衆
布
石
修
消
費
を
免
税
す
る
こ
と
は
不
信
で
あ
り
、
大
求
者
修
消
廷
が
課
税
せ
ら
る
L
時
は
大
所
得
者
の
者
修
消
費
の
課
税
が
要
請
せ
F
り
L
J
O
」
z
q
『
J
新
か
る
推
理
が
成
立
す
る
の
は
蓋
消
費
課
税
が
溺
立
し
て
観
察
せ
ら
れ
其
補
完
税
大
る
意
義
を
無
視
し
て
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
乍
然
、
所
得
税
補
完
な
る
図
庄
牧
入
上
の
職
能
が
消
費
課
税
の
唯
一
の
経
済
的
根
惨
で
あ
る
と
す
れ
ば
大
所
得
者
の
否
修
消
費
課
税
は
凡
て
の
立
義
守
失
ふ
こ
と
と
な
る
。
何
と
な
れ
ば
大
所
得
者
に
封
し
て
は
所
得
税
在
以
て
賦
課
徴
牧
可
能
な
る
が
故
で
あ
る
。
然
ら
ば
大
衆
消
費
課
税
は
補
完
税
と
し
て
如
何
な
る
怠
義
あ
り
や
。
其
が
所
得
税
補
完
の
目
的
を
達
す
る
鍔
に
は
三
つ
の
傑
件
が
充
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
川
W
租
税
到
達
者
と
捻
没
者
と
が
一
致
す
る
こ
と
、
川
搭
税
者
の
範
国
の
明
確
な
る
こ
と
、
何
租
税
負
捻
配
分
が
給
付
能
力
に
相
践
す
る
こ
と
是
で
あ
る
。
日
記
竿
三
つ
の
傑
件
を
弐
の
如
く
設
明
す
る
。
、hノ一
、
租
税
の
作
用
を
研
究
す
る
に
蛍
り
て
租
税
前
縛
の
完
成
を
以
て
満
足
す
る
な
ら
ば
消
費
税
の
不
完
全
性
も
箆
/
t
¥
。
見
せ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
日
記
に
反
し
債
格
理
論
の
銑
雑
性
を
恕
ふ
時
、
消
費
税
の
不
完
全
性
を
示
す
に
充
分
な
る
も
の
が
あ
る
。間半
一
所
得
税
の
擁
護
難
一
一
五
商
業
と
経
済
一
一
六
供
給
、
債
格
、
需
要
の
三
者
は
相
互
作
用
の
関
係
に
在
る
。
他
の
事
情
同
一
な
る
限
り
、
債
格
が
騰
貴
す
る
時
は
供
給
供
給
の
培
加
は
債
絡
を
し
て
段
初
に
存
し
た
る
水
準
以
下
の
培
加
が
促
進
せ
ら
れ
、
需
要
の
減
少
が
必
然
と
な
る
。
に
下
落
せ
し
め
平
均
作
用
に
囚
り
て
新
し
き
市
場
均
衡
を
生
宇
る
。
此
の
場
合
若
し
其
債
格
騰
貨
が
生
産
設
の
培
加
例
へ
ば
生
産
者
又
は
尚
人
の
支
抑
へ
る
消
費
税
の
新
設
叉
は
培
徴
の
結
果
で
あ
る
と
す
れ
ば
生
産
増
加
(
供
給
昨
日
加
)
へ
の
刺
戟
は
快
如
す
る
。
夫
に
も
拘
は
ら
宇
前
市
立
の
減
少
は
不
可
避
的
に
現
は
れ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
凡
て
の
治
設
殺
は
消
費
者
の
負
捻
と
な
る
の
み
な
ら
中
、
北
消
投
税
に
関
係
あ
る
企
業
者
階
級
の
負
捻
と
な
り
、
企
業
者
の
利
潤
は
骨
件
、
資
上
高
に
依
存
す
る
こ
と
と
な
る
。
租
税
法
規
は
右
の
事
責
に
注
意
在
排
ふ
こ
と
な
く
、
只
治
技
者
を
租
税
到
達
者
と
仮
定
す
る
の
み
で
あ
る
。
若
し
債
格
に
課
せ
ら
れ
た
る
租
税
額
以
上
に
は
騰
貴
せ
ざ
る
も
の
と
考
ふ
る
者
あ
ら
ば
足
市
場
法
則
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
企
業
者
は
租
税
額
以
上
に
偵
絡
を
引
上
け
て
頁
上
減
少
よ
り
生
す
る
損
失
を
補
償
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。
枠
外
商
品
に
針
す
る
需
要
の
仲
焔
性
大
な
れ
ば
大
な
る
程
、
真
上
減
少
に
基
く
良
夫
は
大
と
な
る
。
需
要
の
仲
縮
性
は
消
費
者
の
治
設
断
念
の
程
度
並
に
低
椛
際
賞
の
結
果
現
は
る
』
代
用
品
の
競
宇
範
固
に
依
り
て
定
ま
る
。
一
般
に
課
税
を
受
く
る
商
品
が
必
需
品
な
れ
ば
な
る
程
非
枇
合
政
策
的
で
あ
る
。
き
れ
ば
と
て
必
而
品
に
非
ぎ
る
商
品
へ
の
課
税
に
於
て
は
消
費
税
を
企
業
者
が
共
同
し
て
負
捺
す
る
こ
と
と
な
り
、
消
費
税
は
補
完
投
と
し
て
の
な
誌
を
失
ふ
。
此
の
結
果
消
費
税
に
於
て
は
二
つ
の
害
悪
の
一
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
と
な
る
。
牧
入
は
課
税
の
ね
皮
に
上
ら
ざ
る
こ
と
と
な
る
。
代
用
品
競
宇
の
現
は
る
』
時
は
其
代
用
品
に
針
し
で
も
亦
課
税
を
拡
張
せ
.
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
消
費
税
の
牧
入
如
何
は
代
用
尚
口
問
。
ゼ
租
税
+
倍
以
て
捕
捉
然
ら
.
ざ
れ
ば
同
席
す
ら
一
リ
也
生
こ
た
干
す
b
o
w
-
‘，
-
l
i
n
u
，d
l
』
k
，1
3
1
、
i-d'
池
去
に
於
け
る
代
用
向
日
間
の
課
税
に
際
し
て
如
何
な
る
県
内
山
市
の
困
難
が
存
せ
し
か
は
人
の
知
る
所
で
あ
る
。
コ
若
し
治
投
税
の
任
務
が
所
得
税
補
完
に
在
り
と
す
れ
ば
治
投
税
到
法
者
の
範
国
は
理
論
上
疑
問
の
係
地
無
き
/
t
¥
 
筈
で
あ
る
。
則
ち
此
の
範
図
に
入
り
来
る
者
は
所
得
税
を
納
付
せ
ざ
る
小
所
得
者
従
っ
て
労
働
者
階
級
、
小
財
産
所
有
者
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
治
安
税
到
注
者
と
然
ら
ざ
る
者
と
の
区
却
を
定
む
る
こ
と
は
賢
際
上
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
或
る
階
級
に
封
す
る
治
社
税
の
免
除
と
云
ふ
が
如
、
ぎ
は
不
可
能
で
あ
り
、
新
か
る
区
割
を
定
む
る
こ
と
は
兵
常
な
る
行
政
投
支
出
在
作
ふ
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
所
得
税
義
務
者
も
消
投
税
の
賦
課
を
受
く
る
こ
と
と
な
る
。
此
の
附
加
的
負
捻
は
所
得
税
m政
治
一
の
緩
和
を
結
果
す
る
。
何
と
な
れ
ば
大
衆
消
費
品
は
既
に
知
ら
る
る
が
如
く
所
得
の
府
加
と
共
に
個
人
の
全
治
史
一
品
に
占
む
る
割
合
在
減
少
す
る
か
ら
で
あ
る
。
(
所
謂
、
エ
ン
グ
ル
の
法
則
)
加
之
、
若
し
課
税
の
経
済
性
の
認
め
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
再
生
産
的
財
の
泊
設
へ
の
課
税
は
必
ホJ
回
謎
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
司
)
泊
将
一
税
の
負
捻
配
分
は
所
符
に
比
例
す
る
も
の
で
は
な
い
o
rs‘
¥
 
故
に
消
投
課
税
に
於
い
て
は
租
税
容
位
の
慎
重
な
る
波
探
と
云
ふ
難
題
を
生
中
ノ
る
。
輩
、
消
費
の
習
慣
と
家
族
朕
態
と
が
所
得
に
比
例
早
一
所
得
税
の
擁
謎
難
一
一
七
商
業
と
経
済
一
一
入
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
消
費
の
習
慣
に
因
る
租
税
支
抑
の
培
加
は
共
消
費
が
衛
生
上
無
盆
な
る
財
に
閲
す
る
限
り
無
視
し
得
る
。
通
常
人
よ
り
も
大
な
る
況
は
携
を
課
せ
ら
る
込
程
多
く
喫
煙
し
、
多
く
飲
酒
す
る
人
は
云
は
y
自
業
自
得
に
し
て
自
由
怠
忠
に
因
る
高
額
納
税
者
で
あ
る
。
反
之
、
一
定
所
得
よ
り
扶
養
せ
ら
る
』
家
族
員
数
の
培
加
が
財
の
消
費
培
加
を
資
ら
す
場
合
に
於
て
は
事
情
を
兵
に
す
る
。
大
衆
消
費
税
は
家
族
員
数
の
培
加
に
伴
ひ
て
員
投
を
増
加
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
是
.
或
場
合
に
於
て
は
長
も
理
想
に
合
致
せ
ざ
る
方
策
で
あ
る
。
蓋
、
世
界
各
図
に
於
け
る
責
任
あ
る
攻
治
家
は
図
民
の
出
生
率
の
低
下
と
老
衰
化
と
を
愛
ふ
る
の
賢
朕
に
在
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
述
ぶ
る
所
に
因
り
て
明
か
な
る
が
如
く
泊
設
税
は
新
し
き
租
税
制
度
に
於
て
何
等
の
位
置
も
典
へ
ら
る
可
労
働
者
に
封
し
て
・
は
源
、
泉
課
税
た
る
賃
銀
税
を
以
て
す
べ
き
こ
と
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
賃
銀
税
負
捻
の
義
務
な
き
よ
り
貧
乏
な
る
者
に
き
も
の
で
は
な
い
。
然
ら
ば
所
得
税
補
完
税
と
し
て
消
費
税
に
代
る
べ
き
租
税
は
如
何
。
封
し
で
は
人
頭
税
を
課
す
る
を
日
以
も
可
と
す
る
。
此
の
人
関
税
は
謂
は
ゾ
図
民
税
と
も
稽
す
可
く
最
低
限
の
租
税
月
只
縫
を
凡
く
課
し
て
、
図
民
を
し
て
、
祉
合
、
岡
家
と
の
関
聯
を
自
問
見
せ
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
租
税
に
於
て
も
規
範
租
税
額
に
封
し
て
家
族
控
除
、
所
得
低
減
に
件
ふ
租
税
低
下
を
認
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
只
此
の
場
合
は
此
特
棋
を
要
求
す
る
者
に
於
て
一
定
期
間
内
に
共
法
的
傑
件
に
合
致
す
る
こ
と
在
立
詮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
如
何
な
る
所
得
の
大
さ
に
於
て
完
全
な
る
租
税
免
除
の
行
は
る
可
き
か
は
攻
治
的
決
定
に
依
る
。
儲
か
に
右
の
人
脱
税
は
純
然
た
る
賦
諜
的
所
得
税
に
比
す
れ
ば
粗
雑
で
あ
る
。
乍
然
、
斯
税
は
経
済
過
程
外
に
賦
課
せ
ら
れ
、
従
っ
て
生
産
の
障
害
そ
回
避
す
る
の
長
所
を
有
す
る
が
故
に
是
以
上
の
所
得
税
補
完
方
式
は
存
し
な
い
。
此
の
人
頭
税
が
幾
分
隠
れ
た
る
聞
に
到
達
者
に
蹄
せ
ら
る
ミ
所
の
消
費
税
に
比
し
て
感
受
し
易
き
こ
と
は
其
短
所
に
非
す
し
て
寧
ろ
長
所
で
あ
る
。
第
二
章
新
車
一
所
得
税
論
論
評
以
上
は
ラ
ン
ベ
の
「
財
玖
攻
革
の
純
理
論
」
な
る
論
文
に
現
は
れ
た
る
考
方
の
大
要
で
あ
る
。
彼
の
所
謂
「
純
理
論
」
は
「
.
脈
史
的
理
論
」
に
針
立
す
る
な
義
に
於
て
一
去
へ
る
も
の
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
時
間
と
昼
間
を
超
越
し
て
遁
用
可
能
な
る
純
理
論
と
一
去
ふ
が
如
、
ぎ
な
義
に
於
て
云
へ
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
所
謂
純
理
論
は
只
図
民
経
演
の
組
織
並
に
循
環
の
観
察
よ
り
誘
導
し
た
る
理
論
に
し
て
政
治
的
波
動
よ
り
影
響
を
受
け
ざ
る
理
論
な
る
意
義
を
有
す
る
の
み
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
方
法
論
的
傑
件
を
以
て
以
下
租
税
制
度
の
構
成
に
針
す
る
-
フ
ン
ベ
の
提
案
を
検
討
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
づ
第
一
に
ヨ
ン
ベ
は
税
源
と
し
て
の
財
産
の
存
在
守
認
め
な
い
。
別
ち
図
民
経
済
上
よ
り
翻
る
と
き
は
借
入
金
又
は
財
産
資
却
に
依
り
て
財
産
宣
位
よ
り
行
は
る
h
租
税
支
挑
は
結
極
所
得
よ
り
の
租
税
支
挑
に
腕
し
、
図
庫
に
車
一
所
得
税
の
擁
護
難
二
九
商
業
と
経
済
一二
O
流
入
す
る
貨
常
額
は
資
本
形
成
の
目
的
に
定
ま
り
た
る
所
得
を
吸
牧
す
る
事
を
説
明
し
て
ゐ
る
。
乍
去
、
新
か
る
方
法
に
因
り
て
図
庫
に
流
入
し
た
る
手
段
を
図
家
が
園
家
自
身
の
債
券
の
買
反
し
叉
は
土
地
、
株
券
の
如
き
財
産
の
獲
得
の
震
に
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
。
斯
か
る
場
合
は
明
か
に
純
然
大
る
財
・
産
よ
り
の
租
税
支
抑
に
し
て
、
所
得
の
負
携
に
臨
す
る
租
税
支
排
で
は
な
い
。
此
の
場
合
、
祖
税
負
債
の
流
動
化
の
震
に
金
融
市
場
よ
り
取
上
け
ら
れ
た
る
貨
幣
額
が
図
家
に
依
り
て
再
び
金
融
市
場
に
提
供
せ
ら
れ
財
産
所
有
の
愛
更
を
結
果
す
る
。
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憶
か
に
斯
く
の
如
き
場
合
は
岡
民
財
産
の
資
質
的
減
少
に
因
り
て
生
宇
る
租
税
支
抑
で
あ
り
、
図
民
経
済
的
に
も
財
産
を
以
て
す
る
粗
税
支
挑
に
他
な
ら
な
い
。
此
は
異
常
の
場
合
で
あ
る
が
.
主
要
な
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
無
視
す
る
を
得
な
い
。
(
詰
)
右
の
除
外
例
を
無
視
す
る
時
は
図
民
経
済
に
於
け
る
税
源
は
所
得
の
み
で
あ
る
。
ざ
れ
ば
と
て
ラ
ン
ペ
の
如
き
租
税
攻
策
的
結
論
を
引
き
出
す
を
得
な
い
。
失
に
現
代
経
溌
組
織
に
於
け
る
所
得
税
の
擁
護
難
並
に
消
費
税
の
存
在
理
由
を
述
ぶ
る
で
あ
ら
う
。
詰E
戦
依
返
詳
の
目
的
た
以
て
す
ろ
臨
時
財
法
公
訴
の
紋
肢
は
英
悶
に
が
、
て
庇
々
紹
介
ぜ
ら
れ
ろ
所
で
わ
ろ
o
ナ
ポ
V
す
ン
戦
争
後
に
於
て
は
リ
カ
ル
ド
、
(
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間
的
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の
如
し
。
第
節
車
一
所
得
税
の
擁
護
難
所
得
税
に
封
す
る
批
判
も
図
民
経
済
の
組
織
に
依
り
て
影
響
在
受
け
ざ
る
を
符
な
い
。
所
得
税
は
陀
か
に
競
宇
経
済
並
に
自
由
主
義
経
済
の
下
に
於
て
は
最
も
遁
蛍
な
る
租
税
で
あ
つ
に
。
然
る
に
経
済
組
織
の
愛
化
は
所
得
税
の
性
質
と
能
力
と
を
決
定
的
に
愛
化
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。
フ
リ
ツ
ク
は
所
得
税
の
性
質
を
幾
化
せ
し
む
る
に
至
れ
る
要
素
と
し
て
次
の
凶
つ
の
事
怖
を
掲
け
所
得
税
方
式
は
其
本
質
上
勝
に
減
ぴ
ん
と
す
る
自
由
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
l
に
処
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
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二
、
自
由
主
義
経
済
よ
り
の
背
離
二
、
経
営
規
模
の
抜
大
並
に
回
定
費
の
培
加
四
.
公
企
業
の
披
張
と
従
っ
て
生
守
る
財
政
潟
市
立
の
増
加
、
以
下
、
フ
リ
ツ
ナ
に
従
ひ
右
の
各
項
を
説
明
す
る
で
あ
ら
う
。
カ
ル
テ
ル
主
義
の
佼
入
の
結
果
、
合
っ
て
全
く
自
由
競
争
的
な
り
し
国
民
経
済
の
一
部
に
宇
獄
占
的
な
る
経
消
が
共
位
置
を
占
む
る
に
至
っ
た
。
カ
ル
テ
ル
主
義
の
佼
入
は
先
づ
第
一
に
所
得
税
の
債
位
を
瓦
解
す
る
要
素
と
し
て
車
一
所
得
税
の
擁
護
難
商
業
と
経
済
一
一
一
作
用
す
る
。
何
と
な
れ
ば
此
の
過
程
に
因
り
て
所
得
税
の
性
質
並
に
図
民
経
済
上
の
所
得
配
分
が
決
定
的
な
る
影
響
を
受
く
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
叫
皮
革
は
、
各
市
場
の
職
能
に
影
響
を
及
一
ほ
し
、
其
結
果
所
得
税
の
経
済
性
と
公
正
性
と
に
封
し
て
著
し
く
反
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
カ
ル
テ
ル
経
済
の
主
要
性
を
是
認
す
る
者
と
雄
、
俗
図
民
経
演
に
於
け
る
所
得
配
分
が
一
部
の
カ
ル
.
テ
ル
主
義
に
因
り
て
著
し
く
縫
化
す
る
こ
と
は
之
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
別
ち
カ
ル
テ
ル
に
依
り
て
保
護
せ
ら
る
』
経
済
が
、
、
、
、
苛
酷
な
る
競
宇
の
中
に
在
る
経
済
に
比
し
て
よ
り
安
定
せ
る
所
得
と
、
よ
り
大
な
る
所
得
と
を
獲
得
す
る
に
至
る
。
勿
論
、
是
等
競
争
経
済
と
猫
占
経
済
な
る
種
類
を
問
先
に
す
る
所
の
二
つ
の
経
涜
原
則
の
並
立
す
る
限
り
、
カ
ル
テ
ル
経
演
の
所
得
は
他
の
経
済
の
所
得
を
犠
牲
に
し
て
引
上
け
ら
る
』
も
の
と
者
る
を
得
ゐ
。
然
ら
.
ざ
れ
ば
私
経
済
上
回
以
も
主
要
な
る
カ
ル
テ
ル
成
立
の
理
由
は
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
此
庖
に
企
業
者
所
得
に
移
動
守
生
宇
る
の
み
な
ら
歩
、
持
働
者
並
に
使
用
人
が
如
何
な
る
種
類
の
経
済
に
局
す
る
か
に
従
ひ
其
所
得
が
時
鈍
化
す
る
こ
と
と
な
る。
以
上
の
如
く
所
得
の
分
量
に
関
す
る
愛
化
と
共
に
所
得
の
性
質
も
亦
幾
化
す
る
。
純
然
た
る
競
争
経
済
に
在
り
て
は
各
企
業
者
の
所
得
は
枇
合
に
封
す
る
彼
の
給
付
の
現
在
使
位
又
は
給
付
に
封
す
る
報
償
(
戸
巾
Z
g立
与
る
を
現
は
す
も
の
と
云
ふ
を
得
る
。
然
る
に
図
民
経
済
の
一
部
に
カ
ル
テ
ル
経
済
の
現
は
る
L
や
企
業
者
所
得
に
封
す
る
斯
か
る
自
由
主
義
的
な
る
命
題
は
保
持
せ
ら
れ
得
な
い
。
査
、
企
業
者
の
英
大
な
る
所
得
は
企
業
者
の
創
立
、
手
腕
に
基
づ
か
宇
し
て
各
経
済
の
カ
ル
テ
ル
組
織
に
印
せ
ら
る
可
き
が
故
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
所
得
の
図
民
経
済
・
上
の
性
質
に
し
て
縫
化
す
る
時
は
所
得
税
に
針
す
る
批
判
も
亦
自
ら
幾
化
す
る
こ
と
は
拒
み
得
な
い
。
然
ら
ば
所
得
税
に
針
す
る
財
攻
撃
的
批
判
は
如
何
程
凶
変
化
を
来
す
も
の
な
り
や
。
忠
ふ
に
一
凶
の
財
政
牧
入
が
誹
他
的
に
所
得
税
に
依
存
す
る
も
の
と
す
る
も
所
得
税
は
所
得
の
移
動
に
依
り
て
何
等
影
響
在
受
け
ざ
る
筈
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
所
得
税
は
不
相
応
な
る
カ
ル
テ
ル
利
潤
又
は
溺
占
利
潤
を
租
税
と
し
て
徴
牧
す
る
に
何
等
不
都
合
を
生
ぜ
宇
、
而
か
も
此
の
場
合
技
術
的
に
合
理
化
せ
ら
れ
た
る
カ
ル
テ
ル
主
義
の
意
義
を
浸
却
す
る
こ
と
無
き
が
放
で
あ
る
。
然
る
に
も
拘
は
ら
守
合
所
得
税
を
以
て
濁
占
利
潤
を
徴
牧
す
る
こ
と
の
充
分
に
料
品
九
川
山
守
去
し
難
き
理
由
が
存
す
る
。
カ
ル
テ
ル
経
済
並
に
猫
占
経
済
は
北
〈
強
固
な
ら
市
場
経
済
上
の
地
位
を
利
用
し
て
、
債
格
引
上
の
方
法
守
以
て
彼
ル
干
の
受
く
可
き
筈
の
租
税
守
梓
妹
・
し
符
る
。
若
し
債
格
際
賞
の
結
呆
、
一
民
上
高
の
減
少
喜
一
し
く
、
此
の
目
的
に
し
て
完
全
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
私
絞
法
的
利
泌
が
減
少
す
る
に
止
ま
ら
宇
、
公
経
済
に
取
り
で
は
の
一
円
の
口
一
戸
田
〈
一
円
一
O
∞ロ閉山
が
始
ま
り
、
公
牧
入
の
牧
総
に
導
く
こ
と
と
な
る
。
新
く
て
カ
ル
テ
ル
経
済
の
出
現
と
共
に
所
得
税
の
時
嫁
が
容
易
と
な
り
、
租
税
気
括
公
正
の
障
害
を
結
果
す
る
。
終
に
図
家
は
カ
ル
テ
ル
経
済
の
債
総
決
定
に
封
し
監
督
干
渉
を
行
は
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
立
一
庁
H
す
花
、
ノ
住
定
住
-
F
'
r
f
z
f
t
も
雪
一
一
一
且
拡
火
一
一
一
商
業
と
経
済
一
二
四
自
由
主
義
的
経
済
精
神
は
所
得
税
の
性
質
と
牧
盆
性
と
を
本
質
的
に
決
定
す
る
要
素
で
あ
る
。
市
場
経
済
に
於
け
る
自
由
主
義
が
経
済
上
の
公
正
で
あ
る
と
の
信
念
が
所
得
税
の
賀
施
に
都
合
良
き
影
響
申
告
及
伝
す
も
の
な
ら
ば
所
得
税
は
経
済
的
自
由
主
義
に
遁
蛍
な
る
公
経
溌
の
金
融
方
法
で
あ
る
と
稀
し
得
る
。
凡
そ
租
税
の
宜
施
を
潟
す
に
蛍
り
で
は
図
民
が
共
租
税
を
以
て
財
政
上
不
可
避
で
あ
る
と
の
信
組
を
有
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
此
の
基
礎
に
し
て
快
加
す
る
時
は
納
税
者
に
於
て
反
抗
が
培
大
し
共
租
税
は
経
瀦
上
有
害
と
な
り
、
さ
て
は
消
滅
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
所
得
設
が
租
税
制
度
の
中
械
に
り
得
る
の
は
多
'
く
の
納
税
者
が
其
基
礎
に
於
て
公
正
で
あ
り
、
共
税
率
に
於
て
負
捻
可
能
な
る
程
度
で
あ
り
、
経
済
性
に
於
て
合
目
的
的
な
る
も
の
で
あ
る
と
の
信
念
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
最
近
の
所
得
税
に
於
け
る
相
封
的
牧
入
減
少
と
租
税
道
徳
の
怒
化
は
徴
牧
設
の
問
題
、
泉
迩
卒
の
問
題
に
関
係
あ
る
に
非
守
し
て
、
恐
ら
く
は
自
由
主
義
的
経
潰
精
神
の
浸
落
に
邸
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
自
由
主
義
時
代
に
於
て
は
企
業
者
の
所
得
は
顧
客
へ
の
・
奉
仕
に
封
し
て
獲
得
せ
ら
る
可
き
自
然
の
報
酬
と
し
て
考
へ
ら
れ
、
従
っ
て
納
税
者
は
所
得
配
分
の
公
正
を
椛
倍
す
る
。
此
の
故
に
多
く
の
納
税
者
は
其
所
得
を
正
直
に
申
告
す
る
や
う
誘
引
せ
ら
る
λ
事
は
宇
ふ
偽
地
が
な
い
。
然
る
に
一
皮
自
由
主
義
的
経
済
組
織
が
浸
落
す
る
時
は
所
得
配
分
の
公
正
に
封
す
る
信
相
似
を
失
ひ
、
租
税
計
一
徳
は
悪
化
し
、
組
税
一
樹
取
へ
の
刺
戟
守
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
別
ち
カ
ル
テ
ル
主
義
と
溺
占
主
義
と
の
蔓
延
従
っ
て
カ
ル
テ
ル
、
溺
占
に
依
り
て
規
制
せ
ら
れ
た
る
所
得
朕
態
の
防
法
化
は
租
税
申
告
に
面
白
か
ら
ざ
る
影
響
を
及
一
は
す
事
と
な
る
。
今
や
孤
立
せ
る
小
企
業
者
は
共
生
存
を
脅
か
さ
れ
、
其
所
得
源
泉
の
短
命
な
る
を
知
る
が
故
に
租
税
支
挑
の
低
減
を
心
懸
け
ざ
る
を
得
な
い
。
之
に
反
し
獄
占
者
は
債
椛
攻
策
上
税
税
前
碍
な
る
都
合
よ
き
方
法
を
指
示
せ
ら
る
』
の
で
あ
る
。
通
常
財
政
型
文
献
に
於
て
は
一
般
に
経
管
規
模
の
小
な
る
こ
と
が
所
得
課
税
の
技
術
上
の
障
害
と
し
て
説
明
せ
ら
れ
る
。
槌
か
に
経
営
規
筏
が
或
程
度
を
越
え
て
小
と
な
る
場
合
に
於
て
は
所
得
税
徴
牧
費
は
租
税
牧
入
と
街
突
す
べ
く
、
又
小
経
営
は
経
法
性
の
原
則
に
背
反
す
る
こ
と
無
く
し
て
正
路
な
る
簿
記
を
快
如
し
得
、
而
し
て
小
経
営
に
於
て
の
み
現
は
る
h
所
の
自
然
経
済
的
所
得
は
(
農
業
経
済
に
於
け
る
が
如
く
)
其
課
税
に
大
な
る
労
力
を
要
す
べ
く
、
而
か
も
北
姉
捉
は
不
正
確
な
る
も
の
と
な
ら
ざ
る
在
得
な
い
。
従
っ
て
所
得
課
税
に
関
し
て
は
最
低
限
界
在
設
く
可
き
こ
と
は
疑
問
の
俄
地
無
き
所
で
あ
る
。
乍
然
、
所
得
課
税
に
段
低
限
界
を
設
く
れ
ば
と
て
経
営
規
模
の
披
大
と
共
に
所
得
税
の
牧
金
牲
と
経
済
性
と
は
必
宇
増
加
す
べ
き
も
の
と
建
断
す
る
を
得
な
い
。
所
得
の
正
し
き
姉
捉
の
然
に
は
経
管
規
模
の
抜
大
と
技
術
的
迩
歩
と
が
障
害
と
な
り
て
覗
は
る
h
事
情
の
存
す
る
こ
と
在
知
ら
ね
ば
な
ら
、f
h
、O
J
J
H
t
v
 
則
ち
企
業
者
所
得
の
隠
蔽
を
可
能
な
ら
し
む
る
弐
の
二
つ
の
事
情
が
存
す
る
。
¥、，
J一
、
経
営
技
術
上
集
中
の
傾
向
の
結
果
と
し
て
経
営
の
均
衡
守
行
ふ
こ
と
、
並
に
所
得
課
税
の
鍔
に
典
刑
心
的
な
る
終
f
t
¥
 
都
円
規
模
を
後
見
す
る
こ
と
が
火
山
必
に
困
難
と
な
る
事
、
単
一
所
得
税
の
持
越
雌
一
二
五
商
業
と
経
済
一
一
一
六
コ
、
技
術
的
進
歩
と
共
に
投
下
せ
ら
る
λ
固
定
費
用
が
一
般
に
比
例
的
以
上
に
培
加
す
る
事
、
f
t
¥
 
日
記
で
あ
る
。
此
の
二
つ
の
事
情
を
一
通
り
説
明
せ
ん
に
.
若
し
各
経
済
史
位
が
殆
ん
か
」
均
等
な
る
技
術
的
組
織
を
以
て
競
宇
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
多
く
の
濁
立
な
る
決
算
と
之
を
基
礎
と
す
る
租
税
申
告
と
を
生
じ
、
理
論
上
凡
て
の
企
業
者
は
大
き
さ
守
兵
に
す
る
牧
盆
を
獲
得
す
ら
と
は
云
へ
徴
税
官
吏
は
比
較
的
容
易
に
共
企
業
の
特
殊
朕
態
を
洞
察
す
る
を
得
る
。
則
ち
個
々
の
決
算
を
封
照
比
較
す
る
こ
と
に
依
り
て
弱
貼
を
後
見
し
、
或
は
専
門
家
の
鑑
定
に
依
り
て
隠
蔽
せ
ら
れ
た
る
利
潤
と
純
然
大
る
損
失
と
を
見
出
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
是
各
租
税
申
告
の
道
徳
的
水
準
を
比
較
的
均
等
の
高
さ
に
保
持
せ
し
む
る
事
情
と
な
る
。
然
る
に
企
業
の
集
中
と
カ
ル
テ
ル
経
涜
の
結
果
と
し
て
斯
く
の
如
き
封
照
比
較
が
可
能
な
ら
歩
、
資
際
上
の
利
潤
の
捕
捉
、
従
っ
て
各
企
業
者
に
封
す
る
公
正
な
る
課
税
は
著
し
く
困
難
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
技
術
的
進
歩
は
生
産
過
程
を
著
し
く
分
化
し
、
従
っ
て
右
の
租
税
技
術
上
の
比
較
封
照
を
更
に
困
難
な
ら
し
む
る
事
情
と
な
る
。
此
の
事
情
よ
り
し
て
も
亦
正
し
き
所
得
を
捕
捉
せ
ん
と
す
る
徴
税
官
印
刷
は
、
企
業
者
の
課
税
に
封
す
る
m
邦
議
|
|
企
業
者
は
一
般
技
術
の
唯
一
歩
の
匁
に
自
己
の
経
営
の
悪
化
せ
る
こ
と
、
或
は
生
産
設
備
の
凝
結
性
の
匁
に
込
惑
な
る
改
造
が
困
難
な
る
こ
と
を
主
張
し
て
異
議
と
す
る
1
1
1
在
担
否
す
る
こ
と
が
失
策
に
困
難
と
な
る
。
換
ニ
一
目
す
れ
ば
経
営
が
大
な
れ
ば
大
な
る
程
、
企
業
者
は
其
企
業
の
非
牧
金
位
を
俗
稽
し
て
租
税
低
減
を
計
る
こ
と
が
容
易
と
な
る
。
以
上
の
如
く
経
営
規
模
の
披
大
並
に
技
術
の
唯
一
歩
は
善
意
又
は
悪
意
の
租
税
回
避
を
容
易
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
一
史
に
経
営
規
模
の
抜
大
と
技
術
の
進
歩
は
国
定
設
を
培
加
せ
し
め
其
結
果
正
し
き
企
業
者
所
得
の
護
見
を
困
難
な
ら
し
め
る
。
現
代
企
業
は
固
定
資
本
に
基
く
大
な
る
畳
用
を
以
て
す
る
が
故
に
善
意
の
納
税
者
と
雌
最
上
の
良
心
に
従
っ
て
簿
記
々
帳
在
行
ふ
に
も
拘
は
ら
守
、
命
其
所
得
を
充
分
確
賢
に
一
不
す
を
得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
技
術
的
生
産
設
備
は
殆
ん
ど
仲
紡
性
無
く
、
従
っ
て
一
皮
其
生
産
品
に
封
す
る
需
要
が
中
絶
す
る
時
は
生
産
設
備
は
其
債
値
を
失
ふ
可
き
が
故
に
依
り
に
楽
観
的
な
る
牧
盆
冶
務
測
す
る
は
許
さ
れ
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
好
く
支
桁
均
翠
4
1
J
4
寸
4
4
1
4
t
司
d
山
よ
り
し
て
投
資
の
著
し
く
固
定
せ
る
今
日
に
於
て
も
久
し
き
に
瓦
る
俸
統
と
顧
客
関
係
と
を
基
礎
と
し
て
未
消
却
の
設
備
の
汗
債
を
総
資
に
決
定
し
得
る
経
管
も
存
在
す
る
。
乍
然
、
新
か
る
経
告
と
雄
、
技
術
の
進
歩
並
に
此
の
進
歩
の
結
果
市
場
に
針
す
る
遁
合
力
を
減
少
す
る
危
険
|
|
所
得
に
封
す
る
呆
気
的
危
険
、
l
l
の
増
大
せ
る
事
宜
は
無
視
す
る
を
得
な
い
。
斯
く
て
技
術
的
進
歩
に
囚
り
て
危
険
と
な
れ
る
所
得
税
源
に
決
定
的
に
信
伊
、
し
得
ぎ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
宇
ふ
の
係
地
が
な
い
。
斯
く
考
ふ
る
時
は
一
フ
ン
ベ
に
依
り
て
積
極
的
に
傘
重
せ
ら
・
れ
た
る
所
得
税
の
景
気
感
受
性
も
大
な
る
危
険
を
戒
す
る
こ
と
と
な
る
。
所
前
景
気
を
感
受
せ
ざ
る
租
税
に
於
て
不
況
に
際
し
て
経
費
の
縮
少
が
行
は
れ
歩
、
好
況
に
際
し
て
経
設
の
断
念
の
行
は
る
』
傾
向
の
存
す
る
は
-
フ
ン
ベ
の
所
見
に
同
志
す
る
。
乍
然
、
現
代
図
家
が
極
端
な
る
不
況
を
防
ぐ
匁
に
は
大
な
る
経
究
支
出
の
要
求
に
直
面
し
て
ゐ
る
こ
と
を
考
ふ
る
と
き
は
常
に
均
等
な
江
一
斤
号
立
ηJh位
進
住
-
-
r
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山
一
二
七
商
業
と
経
済
一
二
八
る
牧
入
を
供
す
る
こ
と
は
景
気
を
感
受
せ
ざ
る
租
税
の
長
所
な
り
と
者
る
を
得
ゃ
う
。
査
、
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
征
服
は
今
日
最
大
の
景
気
攻
策
上
の
目
標
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
J
更
に
ラ
ン
ベ
の
提
案
た
る
「
図
家
が
好
景
気
に
際
し
て
充
分
な
る
貯
苔
形
成
を
行
ふ
事
」
は
危
険
な
る
を
発
か
れ
な
。
憶
か
に
図
家
が
注
意
深
き
財
攻
々
策
に
因
り
て
財
政
的
緊
張
を
防
止
す
る
こ
と
は
主
要
で
あ
る
が
、
他
方
に
於
て
不
況
に
際
し
て
行
は
る
』
貯
苔
資
金
の
使
用
が
一
定
の
部
門
(
例
へ
ば
図
管
保
険
制
度
)
を
大
な
る
危
険
に
陥
入
ら
し
む
る
が
如
、
き
事
責
を
結
果
す
る
。
何
と
な
れ
ば
凡
て
貯
蓄
資
金
は
何
等
か
の
方
法
に
て
蓮
用
せ
ら
る
可
き
が
故
で
あ
る
。
放
に
租
税
制
度
に
於
け
る
現
代
所
得
税
の
特
別
な
る
景
気
感
受
性
を
長
所
化
せ
ん
と
欲
せ
ば
消
費
税
を
以
て
補
完
す
る
の
必
要
存
す
る
の
み
。
此
補
完
は
図
家
並
に
納
没
者
に
封
し
て
充
分
な
る
安
定
性
を
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
回
自
由
主
義
時
代
に
於
て
は
財
攻
需
要
は
甚
記
少
く
、
枢
端
な
る
場
合
は
「
夜
番
の
職
務
」
に
制
限
す
べ
し
と
さ
へ
主
張
L
J
7
3
L
こ。
斗
t
z
L
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然
る
に
図
家
が
社
合
問
題
を
解
決
せ
ん
と
欲
し
、
多
く
の
閤
躍
的
努
務
給
付
が
無
償
に
て
奥
へ
ら
る
h
時
、
自
由
主
義
的
財
政
需
要
も
時
鈍
化
す
る
。
公
経
済
並
に
私
経
済
の
獄
態
の
根
本
的
幾
化
は
特
に
最
近
五
十
年
間
に
於
て
漸
次
に
起
り
た
る
所
で
あ
る
。
殊
に
労
働
給
付
と
云
ふ
が
如
き
呆
気
政
策
上
の
目
標
決
定
が
加
入
し
来
り
、
夏
に
図
家
枇
合
主
義
的
観
念
に
合
致
す
る
攻
策
的
手
段
が
入
り
・
米
る
時
は
必
然
私
経
済
と
公
裕
一
溌
と
の
関
係
、
所
得
の
私
的
消
費
と
強
制
消
設
と
の
割
合
が
公
経
済
の
有
利
に
幾
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
此
の
公
経
済
の
援
張
は
尖
の
如
く
し
て
生
宇
る
。
一
、
従
来
私
経
済
的
に
組
織
せ
ら
れ
た
る
経
叫
ん
品
を
公
の
子
中
に
取
り
入
れ
る
事
。
是
、
一
般
に
枇
合
化
と
務
せ
ら
る
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
二
、
獄
逸
の
社
合
保
険
の
全
部
に
於
て
見
出
さ
る
h
が
如
く
、
私
経
済
の
所
得
使
用
の
自
由
に
針
し
て
制
限
の
加
へ
ら
る
』
に
至
れ
る
事
。
斯
く
て
私
経
済
の
所
得
よ
り
の
給
付
は
担
税
的
性
質
を
帯
び
、
租
税
と
等
し
く
公
の
手
に
依
り
て
特
殊
な
る
目
的
の
法
せ
ら
る
λ
事
と
な
る
。
三
、
企
業
者
が
労
働
者
の
匁
に
枇
合
的
施
設
を
施
す
こ
と
を
強
制
せ
ら
る
』
事
。
此
の
場
合
に
於
け
る
枇
合
的
施
設
の
費
用
は
債
格
政
策
の
手
段
に
凶
り
て
在
接
な
る
買
手
則
ち
消
費
者
に
縛
嫁
せ
ら
れ
る
。
此
慮
に
間
接
な
る
課
税
制
度
の
作
用
在
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
如
き
方
法
に
て
図
家
在
通
じ
て
凶
民
経
済
の
行
ふ
給
付
は
全
濁
逸
図
民
所
得
の
三
分
の
一
と
評
債
す
る
は
決
し
て
訣
ま
れ
る
も
の
で
は
無
い
。
口
記
に
反
し
自
由
主
義
的
な
る
十
九
世
紀
図
家
に
於
て
は
恐
ら
く
僅
か
に
図
民
所
得
の
一
割
五
歩
の
要
求
せ
ら
れ
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
を
認
め
得
る
で
あ
ら
う
コ
若
し
是
等
の
推
算
に
し
て
失
蛍
な
ら
ざ
る
も
の
と
す
れ
ば
特
に
感
受
し
劫
き
所
得
税
は
斯
く
の
如
き
苛
烈
な
る
裳
展
と
歩
調
を
共
に
す
る
を
得
ぎ
る
事
怖
を
生
守
る
。
特
に
納
税
者
の
協
力
に
必
要
な
る
其
納
税
心
理
の
快
乏
(
所
得
を
低
下
し
て
申
告
す
る
こ
と
へ
車
一
所
得
税
の
採
議
灘
一
二
九
商
業
と
経
済
一
三
O
の
刺
戟
)
は
泉
唯
一
的
に
銑
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
公
経
済
の
波
大
(
例
へ
ば
電
気
供
給
の
公
企
業
化
)
に
図
り
て
私
経
涜
的
所
得
獲
得
者
の
減
少
す
る
こ
と
を
顧
慮
す
る
時
は
所
得
税
の
能
力
は
更
に
微
弱
と
な
る
で
あ
ら
う
。
資
に
所
得
税
が
租
税
制
度
の
中
植
た
り
得
る
や
否
や
は
図
民
経
演
の
全
所
得
に
針
す
る
財
玖
昂
要
の
割
合
に
依
り
て
定
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
右
に
述
ぶ
る
が
如
く
財
政
需
要
大
と
な
る
に
従
ひ
所
得
者
は
直
接
叉
は
間
接
に
、
而
し
て
会
然
叉
は
隠
然
と
所
得
税
以
外
の
方
法
に
て
給
付
を
鍔
す
に
至
り
、
所
得
税
の
中
心
的
地
位
と
経
済
的
作
用
問
中
ぜ
一
部
分
失
ふ
こ
と
と
な
る
。
図
家
職
務
並
に
其
に
針
す
る
牧
入
獲
得
方
法
の
根
本
的
問
変
化
は
財
政
壊
に
新
な
る
洞
察
分
野
を
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
財
攻
路
一
・
は
主
と
し
て
租
税
法
規
の
説
明
を
以
て
満
足
す
る
を
得
宇
次
の
諸
事
項
が
宝
要
と
な
る
。
一
、
財
攻
需
要
に
封
す
る
新
し
き
種
類
の
牧
入
融
通
方
法
を
健
系
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
の
場
合
古
き
本
来
的
租
税
の
職
能
は
漸
弐
に
小
と
な
る
。
、
二
、
財
政
墜
は
過
去
に
於
て
必
要
な
り
し
よ
り
も
よ
り
以
上
に
景
気
循
環
の
問
題
と
関
聯
し
て
設
か
る
可
き
で
あ
る。
三
、
図
家
職
務
の
増
大
並
に
是
と
関
聯
す
る
所
得
者
の
租
税
類
似
の
負
捻
の
増
加
が
財
政
の
組
織
上
の
鐙
化
守
鷲
ら
す
の
理
由
の
存
す
る
こ
と
以
上
述
べ
た
る
が
如
く
で
あ
る
。
斯
く
て
所
得
税
を
勝
れ
り
と
す
る
や
、
消
費
税
を
勝
れ
り
と
す
る
や
の
問
題
は
重
要
で
は
な
い
事
と
な
る
。
何
と
な
れ
ば
消
費
税
も
カ
ル
テ
ル
経
済
の
佼
入
と
碍
嫁
問
題
の
後
化
に
因
り
て
従
来
と
は
異
な
れ
る
態
様
を
有
し
来
り
、
他
方
租
税
以
外
の
方
式
を
有
す
る
課
税
方
式
が
現
は
る
』
に
至
れ
る
が
故
で
あ
る
。
五
以
上
は
ラ
ン
ベ
の
主
張
に
針
す
る
フ
リ
ツ
ク
の
論
駁
を
紹
介
せ
る
も
の
で
あ
る
。
異
に
フ
リ
ツ
ナ
の
所
論
の
如
く
自
由
競
争
並
に
従
っ
て
生
守
る
市
場
の
自
動
主
義
を
承
認
す
る
時
二
フ
ン
ベ
の
所
論
は
是
認
し
得
る
所
で
あ
る
が
、
市
場
経
済
、
債
格
機
構
の
後
化
と
共
に
租
税
特
嫁
の
問
題
の
み
な
ら
・
?
、
所
得
税
に
封
す
る
批
判
も
根
本
的
に
竣
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
加
之
、
経
涜
組
織
が
自
由
主
義
よ
り
統
制
主
義
へ
援
化
せ
る
も
の
と
せ
ば
枇
合
的
均
衡
要
素
と
し
て
の
所
得
税
の
功
用
も
軽
減
す
る
に
至
れ
る
事
と
な
る
。
所
得
に
封
す
る
累
進
的
課
税
に
因
り
て
消
費
課
税
の
不
公
正
を
幾
分
綬
和
せ
ら
る
』
事
従
来
多
く
説
明
せ
ら
れ
来
れ
る
所
で
あ
る
。
別
ち
自
由
主
義
経
済
に
於
て
は
市
場
に
於
け
る
各
企
業
者
の
能
力
に
従
っ
て
消
費
用
の
所
得
が
奥
へ
ら
れ
図
家
は
所
得
税
に
囚
り
て
所
得
の
配
分
在
均
衡
化
せ
ん
と
努
カ
し
来
っ
た
。
之
に
反
し
統
制
的
、
紘
力
的
図
家
に
於
て
は
各
階
級
の
所
得
は
統
制
せ
ら
れ
叉
は
左
右
せ
ら
る
』
事
と
な
る
。
(
賃
銀
叉
は
債
格
へ
の
干
渉
、
企
業
者
牧
盆
の
監
理
の
加
し
新
か
る
干
渉
、
監
理
が
強
固
と
な
る
時
は
所
得
税
の
一
枇
九
百
的
均
衡
作
用
は
究
第
に
無
用
と
な
る
。
若
し
例
へ
ば
図
家
祉
合
主
義
的
図
家
の
官
吏
俸
給
の
決
定
に
於
、
て
系
進
的
に
家
族
欣
恕
を
酪
酌
す
る
に
歪
ら
ば
所
得
税
の
枇
合
的
均
衡
作
用
よ
り
も
よ
り
多
く
が
達
成
せ
ら
れ
十
円
車
一
所
符
枕
の
掠
誌
難
一一
一
商
業
と
経
済
一一
一
只
現
代
岡
家
は
斯
く
の
如
、
品
川
、
海
端
な
る
統
制
を
行
は
す
、
其
所
得
形
成
が
岡
家
に
因
り
て
左
右
せ
ら
れ
ざ
る
競
争
経
済
的
範
悶
が
命
・
存
在
す
る
。
る
も
の
で
あ
る
。
企
業
者
所
得
に
封
し
で
も
亦
同
様
な
る
方
策
を
採
る
を
得
ゃ
う
。
此
範
閏
は
所
得
税
の
如
き
過
去
に
於
て
存
在
せ
る
手
段
に
依
り
て
の
み
祉
合
的
に
保
護
せ
ら
る
』
も
の
で
あ
る
。
斯
く
考
ふ
る
時
は
念
、
、
所
得
税
は
其
本
質
上
競
字
経
済
的
、
個
人
経
済
的
白
山
主
義
に
局
す
る
も
の
な
る
こ
と
が
明
か
と
な
る
。
勿
論
、
将
来
に
於
て
も
所
得
税
を
正
し
く
取
扱
ふ
時
は
是
が
大
な
る
牧
入
を
供
し
得
る
こ
と
は
比
の
事
情
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二
節
消
費
税
の
擁
護
一
フ
ン
ペ
は
前
述
の
如
く
現
代
諸
岡
に
於
て
大
な
る
牧
入
を
皐
け
つ
』
あ
る
消
設
没
を
底
止
し
て
所
得
税
を
培
徴
し
消
費
税
に
代
る
所
得
税
補
完
と
し
て
は
人
脱
税
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
る
。
伎
の
提
唱
の
如
く
果
し
て
消
費
栓
は
経
済
を
侵
害
し
、
人
一
脱
税
又
は
所
得
税
は
之
を
侵
害
せ
ざ
る
か
。
先
づ
「
所
得
に
卦
す
る
課
税
が
直
接
に
行
は
る
れ
ば
行
は
る
』
在
、
経
済
に
害
守
及
除
す
の
危
険
は
減
少
す
る
」
と
匁
す
彼
の
狼
本
の
所
論
よ
り
検
討
し
ゃ
う
。
確
か
に
所
得
形
成
は
閥
民
経
済
上
の
循
環
に
於
け
る
特
別
な
る
場
所
で
あ
り
、
循
環
の
帆
貼
で
あ
る
こ
と
は
訣
り
な
き
所
で
あ
る
。
乍
然
、
所
得
形
成
以
外
の
場
所
は
租
税
徴
牧
に
取
り
て
所
得
形
成
mm
遁
常
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
一
去
ふ
こ
と
は
立
泣
す
る
を
符
な
い
。
街
段
の
総
べ
て
の
形
相
は
所
得
形
成
の
形
相
た
る
と
所
得
使
用
の
形
相
た
る
と
を
問
は
?
、
循
環
に
関
聯
す
る
一
部
で
あ
る
。
而
し
て
一
場
所
に
於
け
る
佼
害
は
循
環
に
於
け
る
総
べ
て
の
他
の
揚
所
に
封
し
て
影
響
を
及
一
以
す
も
の
で
あ
る
。
所
得
の
一
部
の
直
接
徴
牧
も
循
環
の
全
部
を
後
化
せ
し
む
る
こ
と
其
間
接
徴
牧
の
場
合
と
兵
な
る
所
は
な
い
。
只
前
者
に
於
け
る
債
格
関
係
、
分
室
関
係
、
並
に
牧
盆
の
的
変
化
が
後
者
に
於
け
る
よ
り
も
仰
山
な
れ
る
順
序
を
以
て
生
宇
る
の
み
で
あ
る
。
別
ち
直
接
所
符
課
税
に
於
て
は
協
同
文
せ
ら
る
』
尚
品
の
分
量
が
故
初
に
後
化
し
、
次
に
分
泣
縫
化
の
伐
に
獲
得
し
符
る
市
場
債
総
並
に
純
牧
会
が
竣
化
す
る
に
封
し
、
間
接
所
得
課
税
(
例
へ
ば
泊
投
税
)
に
於
て
は
先
づ
故
初
に
償
給
関
係
が
鐙
化
し
、
此
債
花
関
係
の
愛
化
に
囚
り
て
一
市
安
せ
ら
る
』
分
量
の
減
少
が
目
以
後
に
現
は
れ
る
。
斯
く
て
終
局
の
結
果
は
両
者
に
於
て
呉
る
所
が
な
い
。
叶
V
L
P
O
R
E
訟寸
H
H
A
J
t
占
常
限
、
出
U
の
一
市
川
市
文
充
足
の
筑
の
給
付
(
先
第
一
に
労
働
給
付
)
は
市
場
経
済
に
於
け
る
主
産
よ
り
排
除
せ
ら
れ
、
而
し
て
徴
牧
せ
ら
れ
た
る
租
税
額
の
使
用
に
凶
り
て
凶
家
経
済
に
雇
用
せ
ら
る
』
事
と
な
る
。
此
の
場
合
、
租
税
徴
牧
叉
は
租
税
引
上
に
因
り
て
惹
起
せ
ら
る
』
所
の
摩
擦
は
所
得
課
徴
の
直
接
性
(55訂
正
宮
門
E
C
に
従
っ
て
減
少
す
る
も
の
で
は
な
い
。
叉
間
接
所
得
課
税
に
於
け
る
摩
擦
は
直
接
所
得
課
税
に
於
け
る
と
は
異
な
れ
る
方
式
に
て
克
服
せ
ら
る
』
も
の
で
a
J
i
出
h
L
o
i
o
l
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総
べ
て
の
租
税
は
循
環
の
如
何
な
る
場
所
に
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課
せ
ら
る
h
を
問
は
・
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、
循
環
に
連
結
す
る
も
の
に
し
て
結
極
に
於
て
循
環
に
針
す
る
作
用
要
素
と
成
る
0
(
誌
1
)
(
誌
2
)
各
租
税
は
所
得
課
徴
の
直
接
牲
に
従
っ
て
経
済
侵
害
性
の
大
小
を
定
む
る
を
符
な
い
。
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レ
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種
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な
ろ
租
税
方
式
は
其
租
税
の
経
済
侵
害
性
の
程
度
に
従
っ
て
段
階
在
附
ぜ
ら
れ
得
ろ
も
の
に
非
ず
し
て
、
直
接
課
税
並
に
間
接
課
税
は
雨
者
共
に
経
済
佼
虫
向
性
た
有
す
ろ
か
、
又
は
雨
者
共
に
経
済
侵
害
性
在
有
ぜ
ざ
ろ
か
、
何
れ
か
で
あ
ろ
」
と
迄
鵠
諭
す
ろ
o
円
玉
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・
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前
記
の
如
く
ラ
ン
ペ
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「
消
費
制
限
守
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制
ぜ
ら
ろ
L
民
衆
は
市
場
絞
決
に
於
て
『
消
費
的
に
用
ひ
ら
ろ
』
』
凡
て
の
租
税
牧
入
の
最
後
の
負
拾
者
で
あ
ろ
」
(
〉
・
H
P
E
旬。・
p
・
p
-
0
・
ω・
日
∞
)
L
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な
す
o
彼
の
所
謂
「
消
費
的
に
用
ひ
ら
ろ
』
」
と
は
何
は
意
味
す
ろ
や
明
瞭
で
は
な
い
が
、
右
の
原
則
の
基
礎
付
げ
の
知
に
は
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
の
賃
銀
基
金
説
ら
援
用
す
ろ
も
の
で
あ
あ
O
(
0
・
M
M
泊。一品
2
2
-
p
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c・∞
-tH)
則
ち
ラ
ン
ペ
は
資
本
形
成
の
減
少
在
以
て
賃
銀
基
金
の
減
少
、
換
言
す
れ
ぽ
労
働
需
要
の
減
・
少
4
市
立
味
す
ろ
と
な
し
、
資
本
家
の
負
拾
と
な
ろ
租
枕
は
失
業
者
J
午
前
h
加
し
、
結
極
に
が
、
て
労
働
者
の
雨
一
周
に
か
h
ろ
と
す
ろ
も
の
で
あ
ろ
。
是
に
封
し
て
は
岡
家
の
獲
得
す
ろ
机
税
収
入
口
「
賃
銀
某
金
」
に
非
ざ
ろ
ア
相
反
問
し
土
ぃ
。
市
場
経
済
上
「
賃
銀
基
金
」
土
ろ
た
免
か
れ
、
然
か
も
循
環
よ
り
逃
越
ぜ
ぎ
ろ
金
額
は
如
何
な
ろ
範
囲
に
於
て
公
経
済
の
「
賃
銀
基
金
」
と
し
て
忍
経
流
の
「
賃
銀
某
金
」
と
等
し
く
労
働
力
L
R接
間
接
的
か
ぜ
ざ
ろ
や
ら
明
か
に
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
否
等
口
公
牧
入
の
使
用
た
も
観
察
の
純
国
に
入
れ
ざ
ろ
限
リ
、
市
場
続
出
に
到
す
ろ
租
耽
の
作
用
に
閲
し
て
終
極
的
結
論
島
云
々
す
ろ
ら
得
な
い
o
岡
山
水
牧
入
の
使
用
方
法
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労
働
市
場
並
に
一
般
景
気
に
無
附
係
な
ろ
も
の
で
は
な
い
0
(
0
・町
P
5
2
2
p・
p・
c-
∞
・
主
ω
〉
租
枕
制
度
其
も
の
は
其
景
気
的
作
用
に
闘
し
て
は
中
立
的
な
ろ
も
の
と
一
エ
ひ
符
ろ
。
翠
、
総
ぺ
て
の
租
税
支
拙
が
購
買
力
の
譲
渡
で
わ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
• 
ラ
ン
ベ
の
所
論
に
封
し
て
消
費
税
の
租
税
技
術
的
並
に
租
税
心
理
的
な
る
長
所
を
考
ふ
る
の
必
要
が
あ
る
つ
一フ
ン
ベ
の
提
唱
の
如
く
構
成
せ
ら
れ
た
租
税
制
度
に
於
て
は
其
税
率
は
租
税
抵
抗
の
幾
倍
化
を
結
果
す
可
き
程
に
高
卒
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
而
し
て
税
率
の
引
上
は
特
に
中
所
得
、
小
所
得
に
於
て
影
響
を
受
く
る
こ
と
大
で
あ
る
が
二
フ
ン
ベ
は
大
所
得
に
於
て
資
本
形
成
の
行
は
る
h
事
そ
考
慮
し
て
中
所
得
、
小
所
得
に
封
し
て
必
要
な
る
税
率
の
引
上
を
行
ふ
こ
と
を
考
へ
た
。
(
詰
1
)
-
買
に
ラ
ン
ベ
の
提
案
に
従
へ
ば
中
、
小
所
得
に
針
し
て
は
従
来
の
税
率
の
数
倍
が
要
求
せ
ら
れ
る
事
と
な
る
。
勿
論
宜
一
所
得
税
額
を
数
倍
と
す
る
事
は
事
賃
上
の
租
税
負
騒
が
数
倍
と
な
る
こ
と
在
意
味
す
る
も
の
で
は
無
く
、
所
得
税
負
捻
の
増
加
は
従
来
消
投
税
を
謀
せ
ら
れ
た
る
泊
究
財
の
相
蛍
な
る
債
格
低
下
に
囚
り
て
補
償
せ
ら
れ
る
。
(詰
2
)
乍
然
、
日
記
が
匁
に
個
人
の
受
く
る
心
理
的
影
響
は
縫
化
を
受
く
る
も
の
で
は
な
い
。
飲
酒
家
は
恐
ら
く
は
其
支
抑
ふ
所
の
沼
の
代
債
の
内
に
少
な
か
ら
ざ
る
租
税
額
の
匂
合
せ
ら
る
h
事
を
想
像
す
る
も
、
若
し
其
酒
に
一
升
或
消
設
者
に
依
り
て
支
挑
は
る
h
債
絡
は
彼
の
償
凶
の
債
値
を
認
め
ざ
る
時
は
彼
は
之
を
購
入
し
な
い
で
あ
ら
う
。
値
判
断
に
従
ひ
自
由
意
思
を
以
て
支
抑
は
る
』
も
の
に
し
て
、
其
債
絡
が
生
産
者
と
図
家
と
に
封
し
て
如
何
な
る
割
合
守
以
て
配
分
せ
ら
る
h
や
は
治
的
孔
者
と
し
て
の
彼
に
は
根
本
に
於
て
関
心
無
き
所
で
あ
る
。
ロ
疋
宛
か
も
生
産
者
係
剰
が
如
何
な
る
制
合
を
以
て
賃
銀
と
利
潤
と
に
配
分
せ
ら
る
』
や
が
彼
に
於
て
関
心
無
き
に
等
し
い
。
是
に
反
し
、
彼
が
所
得
税
の
支
挑
命
令
書
守
配
布
せ
ら
る
』
場
合
は
事
怖
を
兵
に
し
廿
一
八
負
携
の
過
重
な
る
ぞ
感
じ
租
税
抵
抗
大
と
な
る
は
必
歪
で
あ
る
。
孟
-
E
m
F
a
!
!
 
プ
ラ
イ
デ
V
V
の
計
抗
一
に
従
へ
町
一
九
二
八
年
初
活
に
於
げ
ろ
例
入
所
得
口
約
六
八
O
伝
馬
克
に
し
て
此
内
、
同
枕
並
に
地
方
税
と
L
て
給
付
ぜ
ら
ろ
、
も
の
は
約
一
四
O
低
目
的
克
で
あ
ろ
。
此
の
机
枕
叙
の
内
、
所
得
並
に
財
庄
に
封
す
ろ
租
祝
日
六
六
低
限
的
克
で
あ
リ
、
残
リ
の
七
七
低
は
関
税
、
消
費
税
、
史
上
枕
、
財
産
交
通
税
、
家
賃
税
、
認
泡
枕
告
に
封
寸
ち
文
抑
で
あ
ち
o
換
言
す
れ
ぼ
所
得
の
十
分
の
一
は
直
接
税
、
九
分
の
一
口
間
接
税
車
一
所
得
税
の
擁
護
難
一
三
一
五
商
業
と
経
済
一一一一六
目玉
J
ロ
=a•• 
の
負
拾
在
課
ぜ
ら
れ
ろ
。
従
っ
て
総
べ
て
の
租
税
負
投
与
直
接
税
に
移
す
時
は
丸
拾
ぼ
二
倍
以
上
と
な
ろ
o
ラ
ン
ペ
の
提
案
の
如
く
大
所
得
J
命
保
護
す
ろ
昨
日
中
、
小
所
得
の
久
投
日
三
倍
以
上
と
な
ろ
計
算
で
あ
ろ
0
(
。-E
]ゆ正
2
m円
山
口
-
P
・
O-
∞-A
片
品
〉
我
問
に
於
て
之
島
凡
ろ
も
凶
税
収
入
の
五
十
入
。
ハ
1
セ
シ
ト
は
消
費
税
に
印
刷
し
三
十
四
パ
1
セ
シ
ト
が
収
得
税
、
八
パ
l
セ
シ
ト
が
流
通
税
に
局
す
る
。
悶
枕
地
方
税
J
待
遇
じ
て
計
算
し
て
も
治
資
耽
三
十
入
。
ハ
l
セ
シ
ト
、
牧
得
税
五
十
六
。
ハ
l
セ
シ
ト
、
流
通
耽
ム
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
0
(
汐
兄
三
郎
博
士
の
計
立
に
掠
る
o
経
抗
論
議
第
四
三
谷
第
五
披
所
故
論
文
委
照
)
租
税
負
拾
の
A
口
寸
前
に
於
て
は
従
来
と
同
額
で
あ
ろ
、
、
と
か
前
払
と
す
ろ
。
此
相
場
合
続
争
機
株
の
存
在
た
認
む
ろ
昨
口
従
来
消
費
税
J
令
部
ぜ
ら
れ
士
ろ
商
品
の
侃
椛
低
下
に
よ
リ
て
補
償
ル
受
く
可
き
筈
で
あ
ろ
。
乍
然
、
問
活
に
於
げ
ろ
血
税
の
向
山
践
は
小
百
供
給
の
低
下
島
結
果
ぜ
ざ
リ
し
と
。
E
E
P
5
3
p・
p・
c-
∞-
B
P
同
戸
訪
問
ロ
C
円
。
)
此
例
区
質
疑
上
競
争
機
構
日
完
全
に
倒
く
も
の
に
非
ぎ
ろ
ら
示
す
も
の
で
あ
ろ
。
(
C・
究
に
-
フ
ン
ベ
の
「
所
得
税
補
完
な
る
図
庫
牧
入
上
の
職
能
が
消
去
課
税
の
唯
一
の
経
済
的
根
撲
で
あ
る
と
す
れ
ば
.
所
得
税
を
課
せ
ら
る
与
大
所
得
者
の
者
修
治
究
課
税
は
凡
て
の
意
義
を
失
ふ
。
叉
消
費
税
到
達
者
は
所
得
税
を
納
付
せ
ざ
る
小
所
得
者
に
限
定
せ
ら
る
可
き
に
此
限
定
を
行
ふ
こ
と
は
不
可
能
な
る
が
故
に
大
衆
消
費
課
税
も
亦
無
用
で
あ
る
一
と
匁
す
所
論
を
検
討
し
ゃ
う
。
凡
そ
所
得
税
と
消
費
税
と
守
主
、
結
阪
に
於
て
鷲
ら
す
所
の
個
人
的
治
設
の
制
限
な
る
見
地
よ
り
観
る
時
は
所
得
税
に
於
て
は
只
分
量
的
制
限
た
る
に
止
ま
る
に
反
し
、
消
究
税
に
於
て
は
分
量
的
制
限
た
る
と
共
に
性
質
的
制
限
大
る
の
差
異
が
存
す
る
。
所
得
税
と
雄
、
性
質
的
要
素
を
包
合
し
な
い
で
は
な
い
。
則
ち
所
得
方
法
の
異
な
る
に
従
ひ
課
税
に
差
異
が
設
け
ら
れ
、
限
定
所
得
は
不
確
定
所
得
よ
り
も
主
謀
せ
ら
れ
る
。
乍
去
、
所
得
税
に
於
け
る
斯
か
る
取
放
上
の
区
別
方
法
は
所
得
形
成
の
方
面
に
存
す
る
。
え
に
反
し
泊
究
税
に
於
て
は
所
得
消
費
の
方
面
に
程
々
な
る
匝
別
が
存
し
、
而
か
も
経
法
循
環
な
る
見
地
よ
り
し
て
、
所
得
消
費
方
法
如
何
は
所
得
形
成
方
法
と
等
し
く
主
要
で
あ
る。
此
庖
に
於
て
所
得
税
(
直
接
税
)
と
消
投
税
(
間
接
税
)
な
る
こ
つ
の
租
税
型
の
内
、
各
々
他
の
租
税
の
引
受
く
る
を
得
ざ
る
特
妹
の
図
民
経
済
的
峨
能
を
有
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
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図
家
が
所
得
消
費
に
針
す
る
性
質
的
干
沙
を
行
ふ
こ
と
扱
一
一
一
一
目
す
れ
ば
消
費
財
の
債
格
関
係
を
租
税
政
策
を
以
て
後
化
す
る
こ
と
は
極
端
な
る
個
人
主
義
的
兄
併
を
採
ら
ざ
る
限
り
枇
合
経
済
上
是
認
せ
ら
る
』
事
殆
ん
ど
否
定
す
る
を
符
な
い
。
只
此
の
場
合
注
意
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
は
消
費
課
税
の
目
的
物
は
図
民
経
済
的
見
地
の
下
に
選
搾
せ
ら
る
』
を
姿
す
べ
く
、
日
八
山
肌
に
財
政
的
見
地
の
み
よ
り
し
て
選
探
せ
ら
る
h
も
の
に
非
ざ
る
事
足
で
あ
る
。
。1
J、
ば
煙
草
税
と
酒
税
と
は
国
民
経
済
的
見
解
又
は
枇
合
政
策
的
見
解
の
下
に
存
在
の
娘
撲
を
有
し
、
関
税
、
持
一
泊
税
等
は
只
財
政
的
に
の
み
其
存
在
理
由
な
説
明
せ
ら
れ
得
る
。
輩
、
臨
税
.
持
一
泊
税
の
匁
に
債
格
関
係
を
幾
化
せ
し
む
る
こ
と
は
図
民
経
済
上
の
利
盆
を
生
ぜ
し
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。
新
か
る
仲
縮
性
無
き
需
要
の
目
的
物
に
針
し
て
は
課
税
に
囚
り
て
其
泊
投
な
制
限
せ
ん
と
す
る
も
の
に
非
宇
し
て
、
新
か
る
消
費
税
は
純
財
政
的
に
の
み
説
明
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
前
述
せ
る
租
税
心
理
上
の
利
盆
の
み
が
共
存
在
を
是
認
せ
し
め
符
る
。
入
は
其
分
会
的
重
要
性
少
、
号
、
忽
に
心
却
一
上
の
利
金
は
決
定
的
に
重
要
な
る
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
此
慮
に
他
の
祖
乍
然
、
新
か
る
租
税
よ
り
の
牧
車
一
所
得
税
の
旅
謎
難
一
三
七
商
業
と
経
済
一
三
八
税
方
式
を
以
て
代
用
せ
ん
と
す
る
一
フ
ン
ベ
の
提
案
が
容
れ
ら
れ
得
る
が
如
く
で
あ
る
。
経
済
攻
策
的
見
地
よ
り
す
れ
ば
存
在
の
依
地
無
き
運
詮
税
に
闘
し
で
も
亦
同
様
の
事
を
云
ひ
得
る
。
(
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心
叶
)
故
に
純
財
攻
牧
入
上
の
理
由
の
匁
に
存
在
す
る
泊
費
税
は
之
、
申
告
所
得
税
を
以
て
代
用
し
得
る
と
し
て
も
、
岡
民
経
済
的
又
は
祉
合
攻
策
的
見
地
の
下
に
共
存
在
の
説
明
せ
ら
る
可
き
消
費
税
は
直
ち
に
所
得
税
を
以
て
代
用
し
得
ざ
る
理
由
が
存
す
る
。
原
草
税
、
酒
税
.
保
護
関
税
の
如
き
然
り
で
あ
る
。
一
例
を
関
税
に
採
る
。
ラ
ン
ベ
の
提
案
の
如
く
純
然
た
る
財
攻
関
税
は
之
冶
排
準
し
得
る
。
此
の
純
然
た
る
財
攻
関
税
と
云
は
Y
泊
設
攻
策
上
是
認
せ
ら
る
』
財
政
関
税
と
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伊j
J、
ば
コ
ヒ
茶
に
関
す
る
関
投
は
財
攻
上
の
峨
能
以
外
に
図
民
経
済
上
の
職
能
や
有
す
る
。
則
ち
日
辺
情
守
山
市
好
口
聞
に
針
す
る
仲
紡
性
あ
る
需
要
を
ば
俊
裕
の
引
上
に
囚
り
て
制
限
せ
ん
と
す
る
図
民
経
済
上
の
職
能
を
有
す
る
。
況
ん
や
保
護
関
税
に
於
て
は
其
基
礎
に
存
す
る
生
産
攻
策
的
動
機
は
憶
か
に
祉
合
経
済
的
批
判
を
充
か
る
L
も
の
で
は
な
い
。
保
護
関
税
に
封
し
て
は
財
攻
牧
入
的
見
地
以
外
の
見
地
よ
り
し
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
か
も
図
民
経
済
上
是
認
せ
ら
る
』
所
の
債
格
関
係
並
に
需
要
回
一
旦
の
箆
化
は
意
識
的
に
租
税
て
ふ
財
攻
々
策
的
手
段
を
以
て
行
は
る
h
所
で
あ
る
。
一
フ
ン
ベ
の
如
く
斯
か
る
租
税
を
排
除
す
る
と
す
れ
ば
倍
以
川
関
係
正
而
要
量
の
箆
化
は
租
税
攻
策
以
外
の
方
法
を
以
て
惹
起
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と
な
る
。
回
尖
に
-
フ
ン
ベ
の
「
消
費
税
の
賦
課
叉
は
引
上
は
蛍
該
尚
品
の
債
格
の
引
上
と
需
要
の
減
少
を
件
ふ
。
-
Z
L
L
T
J
乃
品
叫
↓
E
-
↑
E
E
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-
抗
少
は
利
潤
の
減
少
を
な
味
す
る
が
放
に
総
べ
て
の
消
費
税
は
必
然
消
費
者
の
み
な
ら
宇
、
共
消
費
税
に
関
係
あ
る
企
業
者
階
級
に
も
亦
負
捨
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
所
論
を
討
究
し
ゃ
う
。
具
に
右
の
如
き
論
議
は
消
費
税
の
賦
課
又
は
引
上
の
場
合
に
適
合
す
る
。
乍
然
、
是
濁
り
消
費
税
に
止
ま
ら
歩
、
総
べ
て
の
租
税
従
っ
て
所
得
税
又
は
人
脱
税
の
賦
課
又
は
引
上
に
於
て
も
遁
用
せ
ら
れ
得
る
所
で
あ
る
ο
ラ
ン
ベ
は
適
切
な
る
人
税
枕
は
決
し
て
経
済
妨
害
そ
鷲
ら
さ
作
品
る
も
の
と
な
せ
共
、
生
産
妨
害
を
逝
く
る
所
の
租
税
は
存
在
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
総
べ
て
の
租
税
は
個
人
的
消
費
の
制
限
を
資
ら
す
こ
と
は
租
税
の
本
質
に
属
し
.
M
人
消
投
の
制
限
が
同
夜
皮
の
生
産
制
限
を
作
ふ
こ
と
は
循
環
の
本
質
に
局
す
る
か
ら
で
あ
る
。
租
税
の
生
産
妨
主
的
作
用
は
国
家
が
共
謀
徴
せ
る
賃
餅
牧
入
を
以
て
租
税
の
賃
施
以
前
に
本
来
の
所
得
者
の
有
し
た
る
と
同
一
の
両
市
文
|
l
量
的
の
み
な
ら
宇
質
的
に
も
同
一
な
る
早
川
要
|
i
ぞ
充
足
す
る
場
合
に
於
て
は
排
除
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
記
、
非
現
質
的
た
る
の
み
な
ら
示
、
間
取
り
に
斯
く
の
如
き
こ
と
が
行
は
る
』
と
す
れ
ば
消
費
税
を
課
す
る
も
立
ハ
の
生
産
妨
害
的
作
用
は
現
は
れ
な
い
筈
で
あ
る
。
総
べ
て
の
租
殺
は
循
環
外
叉
は
経
済
過
程
外
に
行
は
れ
得
る
も
の
に
非
宇
し
て
、
如
何
な
る
場
所
に
諜
せ
ら
る
』
を
問
は
宇
、
従
来
小
任
し
た
る
前
市
立
の
減
少
従
っ
て
生
産
の
減
少
に
導
く
も
の
で
あ
る
。
此
の
お
安
減
少
、
生
産
減
少
は
凡
ゆ
る
尚
品
に
閲
し
て
均
等
に
行
は
る
』
も
の
で
は
な
く
、
商
品
の
一
巾
川
市
立
仲
縮
性
大
な
れ
ば
大
な
る
程
此
の
減
少
の
程
度
は
大
と
な
る
。
従
っ
て
新
し
、
き
租
税
の
資
施
に
因
り
て
惹
思
一
所
得
税
の
擁
護
難
一コ一九
商
業
と
経
済
一四
O
起
せ
ら
る
』
生
産
減
少
は
種
々
な
る
生
産
品
の
上
に
不
均
等
に
行
は
れ
、
此
庭
に
利
潤
水
準
の
不
平
均
を
主
宇
る
ο
他
方
に
於
て
図
家
に
因
る
租
税
牧
入
の
使
用
は
同
時
に
各
術
品
の
生
産
主
従
っ
て
利
潤
水
準
の
不
平
均
を
結
果
す
る
こ
と
と
な
る
。
例
へ
ば
絹
織
物
に
封
す
る
需
要
減
少
に
囚
り
て
競
ら
せ
ら
れ
た
る
図
家
牧
入
が
軍
需
品
購
入
の
鋳
に
使
用
せ
ら
る
』
時
は
m
織
業
に
於
け
る
平
均
以
下
の
牧
盆
と
百
一
・
一
応
工
業
に
於
け
る
平
均
以
上
の
牧
盆
在
惹
起
せ
し
む
る
で
あ
ら
う
。
此
の
場
合
、
絹
織
物
に
封
す
る
消
費
税
の
方
式
を
採
る
と
所
得
税
の
方
式
を
採
る
と
は
之
を
問
は
な
い
。
新
に
加
は
り
た
る
租
税
.
新
に
加
は
り
た
る
岡
家
支
出
の
及
一
ほ
す
作
用
は
之
+
倍
以
て
終
る
も
の
で
は
な
い
。
或
る
企
業
に
於
け
る
牧
盆
性
の
悪
化
と
他
の
企
業
に
於
け
る
牧
盆
性
の
増
進
と
は
市
場
経
済
の
全
過
程
を
支
配
す
る
所
前
記
の
例
に
依
れ
ば
軍
情
業
に
於
け
る
過
剰
利
潤
は
競
争
の
結
の
利
潤
平
均
作
用
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
果
平
均
利
潤
に
下
り
、
絹
械
業
に
於
て
損
失
を
結
果
す
る
所
の
限
界
企
業
が
除
去
せ
ら
れ
て
、
限
界
企
業
に
屈
せ
ざ
る
給
総
業
が
平
均
利
潤
を
以
て
活
動
す
る
に
至
る
時
は
再
び
利
潤
均
衡
欣
態
は
法
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
五
‘
量
、
ゆ
お
門
川
-A
日
引
l
k
m
m
I
J
斯
く
の
如
き
完
全
な
る
均
衡
作
用
の
行
は
る
』
や
否
や
は
姑
く
抗
き
、
新
か
る
均
衡
へ
の
傾
向
の
存
在
す
る
こ
と
は
事
貸
で
あ
る
。
而
し
て
消
費
税
の
賦
課
の
鋳
に
生
中
る
お
要
減
少
の
場
合
に
は
完
全
な
る
均
衡
が
出
現
せ
守
し
て
、
所
得
税
の
宜
施
又
は
引
上
の
鍔
に
生
や
J
る
需
要
減
少
の
場
合
に
は
完
全
な
る
均
衡
の
出
現
す
べ
し
と
は
考
へ
得
ぎ
る
所
で
あ
ら
う
0
(
註
)
-五Z匂阻
プ
ラ
イ
コ
ノ
V
U
も
「
問
泡
の
州
立
製
泣
業
又
は
酪
泣
恭
は
阿
草
枕
又
は
姿
泊
枕
の
究
施
の
結
果
縦
続
し
℃
不
充
分
な
ろ
牧
盆
に
て
栄
与
野
み
来
れ
ろ
も
の
と
一
エ
ふ
た
得
な
い
0
山
中
ろ
此
の
刷
工
業
の
示
ぜ
ろ
大
な
ろ
後
日
山
口
少
く
共
特
に
其
限
法
の
年
に
が
、
て
は
消
費
課
税
に
も
拘
は
ら
ず
千
均
以
上
の
利
潤
岳
山
市
げ
得
、
土
ろ
こ
と
た
立
清
す
ろ
」
も
の
な
ろ
た
漣
ぺ
て
凸
ろ
0
(
。
・
宮
山
内
出
巾
円
巾
ご
デ
ロ
・
。
・
∞
・
段
。
)
以
上
は
消
費
税
の
宜
施
の
場
合
の
結
果
を
考
へ
大
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
現
存
す
る
消
費
税
守
底
止
し
て
、
所
得
税
を
代
位
す
る
場
合
守
考
へ
ゃ
う
。
ラ
ン
ベ
の
提
案
が
宜
現
せ
ら
れ
現
今
の
消
設
税
の
代
り
に
所
得
税
が
増
徴
せ
ら
れ
た
る
場
合
を
仮
定
す
る
時
は
共
結
果
如
何
。
市
場
経
済
に
於
て
競
争
の
在
在
す
る
時
は
従
来
課
税
せ
ら
れ
た
る
こ
と
は
容
易
に
認
め
得
る
。
労
働
者
が
.
般
入
れ
ら
れ
、
よ
り
大
な
る
利
潤
が
獲
得
せ
ら
る
h
で
あ
ら
う
。
る
商
品
例
へ
ば
菱
沼
並
に
知
草
の
債
総
は
低
下
|
|
仮
令
従
来
の
租
税
額
丈
の
低
下
に
は
非
?
と
す
る
も
|
|
す
、
然
る
時
は
萎
泊
並
に
煙
草
に
針
す
る
而
市
立
が
増
加
し
、
雨
工
業
に
於
て
よ
り
多
く
の
此
の
限
り
に
於
て
、
斯
く
の
如
き
結
果
は
景
気
政
策
上
希
笠
せ
ら
れ
、
ラ
ン
ベ
の
提
案
が
是
認
せ
ら
る
べ
き
こ
と
の
様
に
考
へ
ら
れ
る
。
乍
然
、
新
か
る
結
論
程
経
卒
な
る
も
の
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
妻
沼
並
に
煙
草
の
生
産
増
加
は
他
の
生
産
業
に
於
け
る
生
産
減
少
と
利
潤
減
少
と
そ
結
果
す
可
き
が
放
で
あ
る
。
多
出
並
に
煙
草
の
而
要
の
増
加
の
匁
に
は
従
来
他
の
生
産
品
に
封
す
る
一
向
要
の
充
足
の
匁
に
使
用
せ
ら
れ
た
る
所
得
部
分
が
使
用
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
新
く
の
如
き
お
安
の
幾
化
が
現
は
る
h
事
は
姿
消
而
要
と
奴
背
十
一
市
川
文
と
の
仲
縮
性
そ
基
礎
と
し
て
確
言
し
符
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
所
得
税
を
以
て
治
投
税
に
代
用
す
る
時
は
萎
泊
又
は
煙
草
に
封
す
る
一
市
川
文
培
加
と
共
に
其
他
の
商
H
川
に
封
す
る
山
川
市
立
低
溶
を
生
守
る
。
斯
く
の
如
、
き
生
成
と
消
投
の
ω
変
化
が
緊
急
な
る
経
済
政
策
的
、
財
政
々
策
的
必
単
一
所
符
枕
の
擁
泌
雄
巨司
商
業
と
経
済
四
要
に
局
す
る
や
は
疑
は
し
い
。
只
、
乍
然
.
仲
縮
性
な
き
A
市
要
に
課
せ
ら
れ
て
純
財
攻
牧
入
上
是
認
せ
ら
る
』
消
費
税
に
於
て
は
其
底
止
に
因
り
て
大
な
る
需
要
竣
化
を
生
ぜ
ざ
る
が
故
に
ラ
ン
ベ
の
提
唱
の
如
く
直
接
課
税
を
以
て
代
置
す
る
も
大
な
る
危
倶
を
件
は
な
い
で
あ
ら
う
。
五
一
フ
ン
ベ
の
泊
畳
税
排
撃
の
理
由
の
一
は
負
携
が
所
得
に
比
例
せ
・
?
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
日
記
陀
か
に
消
費
税
の
弱
貼
大
る
を
充
か
れ
な
い
ο
反
之
、
所
得
税
負
隠
は
各
人
の
個
人
的
給
付
能
力
に
作
ひ
得
る
こ
と
技
術
上
殆
ん
E
疑
ふ
の
係
地
な
き
所
で
あ
る
。
斯
税
は
事
賃
上
獲
得
せ
ら
る
』
所
得
に
関
聯
す
る
も
の
な
る
が
放
に
租
税
支
抑
の
震
に
必
要
な
る
貨
幣
手
段
は
少
く
共
一
回
は
納
税
者
の
手
中
に
存
し
た
る
筈
で
あ
る
。
(
其
利
潤
大
な
ろ
に
も
拘
は
ら
ず
、
流
到
性
に
於
て
危
恨
め
ろ
が
如
き
企
業
に
於
て
は
抱
雑
で
あ
ろ
げ
れ
北
九
此
の
場
合
に
於
て
も
前
課
税
上
考
肢
が
抑
は
れ
作
ろ
o
(
H
W
・司氏。一
5
p・。
0
・
∞
・
氏
。
)
然
る
に
、
消
費
税
に
於
て
は
共
生
存
維
持
の
匁
の
貨
併
を
ば
他
人
よ
り
借
り
叉
は
恵
興
せ
ら
れ
て
生
活
す
る
が
如
き
人
に
封
し
で
も
課
徴
せ
ら
る
』
も
の
で
あ
る
。
故
に
消
費
税
は
公
正
な
ら
ざ
る
作
用
守
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
査
、
消
費
税
冶
以
て
牧
入
の
増
大
を
欲
す
る
な
ら
ば
需
要
の
仲
縮
性
少
き
商
品
別
ち
生
活
必
需
品
に
課
す
る
こ
と
守
要
す
る
。
然
る
に
小
所
得
者
並
に
大
家
族
を
有
す
る
者
の
日
常
生
活
必
筒
口
聞
の
匁
に
支
出
す
る
部
分
の
歩
、
全
所
得
に
占
む
る
割
合
は
大
所
得
者
並
に
小
家
族
を
有
す
る
者
に
比
し
て
大
に
し
て
活
造
的
な
る
作
用
を
有
す
べ
き
が
故
で
あ
る
ο
此
立
味
に
於
て
も
必
需
品
に
課
せ
ら
れ
て
、
純
財
政
牧
入
上
の
目
的
を
有
す
る
泊
設
税
は
ラ
ン
ベ
の
提
案
の
如
く
直
接
課
税
を
以
て
置
き
代
ふ
る
を
得
る
。
乍
然
、
者
修
品
に
針
す
る
消
費
税
の
如
き
は
仮
令
財
政
牧
入
上
失
望
に
導
く
と
は
云
へ
命
祉
命
目
的
並
に
図
民
経
済
的
見
地
よ
り
し
て
存
在
の
理
由
が
存
す
る
。
加
之
.
一
フ
ン
ベ
の
所
謂
大
衆
消
費
品
に
し
て
等
級
を
附
し
得
る
が
如
き
慌
習
的
必
需
品
(
泊
、
組
卒
、
コ
ー
ヒ
ー
、
茶
等
の
一
手
築
物
)
に
針
す
る
消
費
税
に
於
て
は
或
程
度
迄
所
得
に
比
例
す
る
負
搭
冶
課
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
北
泊
廷
が
街
生
上
無
盆
な
る
商
品
に
閲
し
て
の
負
擦
の
培
加
は
無
視
し
得
る
こ
と
-
フ
ン
ぺ
の
云
へ
る
が
如
く
で
あ
る
。
放
に
斯
種
の
慣
習
的
必
需
品
に
封
す
る
消
費
税
は
通
常
設
か
る
h
が
如
く
次
の
如
ま
長
所
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。
印
ち
何
枚
入
大
な
る
が
放
に
現
代
図
家
経
費
の
英
大
な
る
を
考
ふ
る
時
は
斯
程
消
費
税
は
快
く
を
符
宇
。
同
納
税
者
に
取
り
て
甚
記
便
利
で
あ
る
。
査
、
消
費
税
は
債
格
の
中
に
含
ま
れ
て
無
意
識
的
に
納
税
守
了
ら
し
め
、
殊
に
納
税
者
が
貸
借
を
有
す
る
場
合
に
於
て
の
み
支
排
は
る
与
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。
且
、
個
人
的
事
情
の
札
問
侵
入
の
要
無
く
、
申
告
等
の
手
数
を
省
か
し
め
る
。
従
っ
て
附
直
接
税
を
以
て
し
て
は
殆
ん
hc
捕
捉
す
る
み
ゼ
得
.
ざ
る
小
所
得
者
の
給
付
能
力
を
も
捕
捉
し
得
る
。
結
吾占拘
員同
以
上
ラ
ン
ベ
提
唱
の
大
要
を
述
べ
之
を
論
評
し
来
っ
た
。
共
論
評
に
因
り
て
得
た
る
結
論
は
率
ろ
現
行
租
税
制
皮
維
持
の
符
笈
な
る
辛
口
一
心
で
あ
る
。
乍
然
、
財
政
々
策
的
並
に
図
民
経
済
的
健
全
は
現
在
存
在
す
る
総
べ
て
の
租
税
間
半
一
所
得
税
の
擁
護
難
一
四
三
商
業
と
経
沼
一
四
四
を
一
頑
闘
に
固
持
す
る
こ
と
に
因
り
て
獲
ら
る
』
も
の
で
は
な
い
。
財
攻
々
治
家
は
財
攻
凶
一
e
者
の
庚
く
し
て
般
か
な
る
分
析
に
因
り
て
理
想
!
i
此
理
想
は
日
常
玖
治
に
於
て
は
資
際
的
見
地
の
背
後
に
退
い
て
ゐ
る
ー
ー
を
教
示
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
只
ラ
ン
ベ
の
軍
一
所
得
税
論
の
訣
謬
の
原
因
は
彼
が
経
済
組
織
の
外
的
並
に
内
的
の
幾
化
に
随
伴
せ
宇
、
従
っ
て
過
去
数
世
紀
の
経
過
中
経
液
型
に
於
て
完
成
せ
ら
れ
た
る
自
由
競
争
経
済
の
思
考
様
式
冶
以
て
現
在
の
資
際
を
律
し
た
る
に
腕
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
(
戸
甲
山
内
F
p・
p・-。∞・
ω
。
。
参
照
)
査
.
租
税
理
論
研
究
の
任
務
は
凡
べ
て
の
経
済
組
織
に
奥
へ
ら
る
』
事
・
買
を
基
礎
と
し
て
理
想
型
の
租
税
制
度
を
作
り
出
す
に
在
る
か
ら
で
あ
る
。
北
消
費
税
否
認
の
主
張
に
至
つ
て
は
人
間
心
理
を
無
視
し
た
る
阜
者
の
猫
断
で
あ
る
と
汗
す
る
の
他
は
な
い
。
乍
然
、
一
プ
ン
ベ
の
所
論
は
其
血
(
ふ
る
刺
誠
に
因
り
て
多
く
の
批
評
と
論
争
を
資
ら
す
で
あ
ら
う
。
